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水俣市役所は、環境管理の国際規格
「ISO14001」を自己宣言しています。
再生紙を使用し、両面印刷で枚数を
抑制、その後リサイクルしています。
「広報みなまた」もリサイクルでき
ます。各家庭や事業所などでも、協
力をお願いします。

　

水
俣
市
で
は
、10
％
お
得
な
買

い
物
が
で
き
る
市
民
向
け「
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
」を
発
行
し
ま
す
。

　

消
費
税
率
ア
ッ
プ
な
ど
で
低

迷
す
る
市
民
消
費
を
刺
激
し
、

景
気
回
復
や
市
内
店
舗
の
顧
客

拡
大
へ
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
市

内
の
商
店
・
事
業
所
の
活
性
化
、

地
域
振
興
に
も
役
立
て
る
も
の

で
す
。

★
商
品
券
の
内
容

　

商
品
券
１
枚
で
５
０
０
円
分

使
用
可
能
。
今
回
は
、「
全
て
の

登
録
店
舗
で
使
用
で
き
る
共
通

券
」
と
「
中
小
店
舗
（
店
舗
面

積
千
㎡
未
満
）
の
み
で
使
用
で

き
る
専
用
券
」
の
セ
ッ
ト
販
売
で

す
。

　

共
通
券
６
枚
、
専
用
券
５
枚

の
合
計
11
枚
で
、
５
５
０
０
円

分
の
買
い
物
が
で
き
る
商
品
券

つ
づ
り
を
１
冊
５
千
円
で
販
売

し
ま
す
。

アジアンキッチン
タブール 味心  松 ㈲あすなろ印刷 あらせ 居酒屋たつや （資）一期﨑畳店 （資）井上商店

井上輪業商会 ウエダ靴店 浮嶌瑞花園 ㈲ＥＣＯオイル エステティックサロン
エンブリーダ Ntoko． エムズシティ

扇スポーツ 大久保商店 ㈱岡本繁樹商店
水俣営業所 ㈲お茶のまるしん 鬼塚電気商会 ㈲鬼塚日昭堂 菓子工房

アルルカン

片岡鮮魚㈱ 髪切屋 ㈲カール理美容室 観光物産館
まつぼっくり

観光物産館まつぼっ
くり 新水俣駅店 キクヤ薬店 喫茶  トムソーヤ
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クロックス㈱ ご飯処  たけんこ ごほう美 サカグチ印刷 坂徳商店 魚がうまい宿
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佐野写真館
陣内スタジオ 山海館 さんさん・でんき サンライフすぎさこ 四季のお菓子

ピ～ノ シゲキ米販売店 地酒や  みやもと

志水自転車店 （資）下八尻精肉店 昇陽館 食酒菜  林吾 水香 水光社本店 水光社陣内店

水光社八幡店 水光社丸島店 水光社港町店 水光社ハウジン
グ・サービス㈱

SWEETSHOP
みむら 寿し処  有村 寿しまどか

水俣店

セブンプラザ
細山田

セブンプラザ
牧ノ内店

太陽電気㈱
水俣支店 ㈲たかやま 滝下昭和堂菓舗 ㈱田中牛乳 谷川薬局

田原サイクル 千歳農園 中華料理  天宝閣 津奈木屋 ㈱鶴屋百貨店
水俣店

ＴＩＡＲＡ 
―Hair&Make― 電化センター福山

天水 ㈲ＮＡＧＡＯ
永尾サッシ 中川釣具店 中屋醸造㈲ 南里鍼灸

マッサージ院 ㈲肉のアカミセ ニコニコレンタカー
モーモー水俣店

㈲橋本商店 パーマしまさき ビジネスホテル
サンライト 味処 紅琳 肥前屋運動具店 Ｂｅａｕｔｙ　Ｒｅｙ

Ｐａｓｓｉｏｎ 美容室  我路 美容室  ベルファム

㈲開田建設 ひらた写真スタジオ ヒロヤ手芸店 深水塗料店 風季のとう ㈱福田農場
ワイナリー

ブックシティ一心
堂

ヘアーサロン
エナミ

ヘアーブティック
sｏｎｏｄａ ヘア  メイク  ａｒ 前川家具店 松合食品㈱ ㈲マツダ輪業 ㈲松本文具店

まどか工房 ママ衣料品店 丸善美容室 丸野司法書士
事務所 ㈱マルヒラ 丸山時計店 ㈲溝上電気商会

みつば調剤薬局 水俣ガス㈲ ㈲水俣観光バス 水俣石油㈱ ㈲水俣蜂楽饅頭 ㈲水俣メガネ （資）宮田精肉店

㈲宮本ガス商会 宮本畳店 メガネのカワタ メガネのヨネザワ
水俣店 麺屋　天道 モーモーステー

ション水俣店 もじょか堂

㈲森整備工場 モンブラン  フジヤ 矢城食堂 洋服工房
鶴田洋服店 吉田ガラス 吉富薬局 リカー・ショップ

住吉

旅館  松原荘 ローソン水俣袋店 ㈱ロッキー
水俣古賀店

㈱ロッキー
水俣南福寺店 炉端焼  丸八 ㈲和風三笠

■水俣市プレミアム商品券　取扱店一覧

水
俣
市 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

　
　
　
　
　

   
発
売
し
ま
す
！

 

総
額
１
億
１
千
万
円
！ 
10
％
お
得
な
買
い
物
が
で
き
る
！★

商
品
券
が
使
え
る
お
店

は
？

　

市
に
登
録
申
請
が
あ
っ
た
店

舗
で
使
え
ま
す
。
❸
ペ
ー
ジ
に

取
扱
店
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す

（
９
月
26
日
現
在
）。
９
月
27
日

以
降
に
取
扱
店
舗
と
な
っ
た
お

店
は
、
10
月
下
旬
ご
ろ
に
新
聞

折
り
込
み
予
定
の
チ
ラ
シ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
店
舗
は
現
在
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
申
込
期
限
は
平
成

27
年
１
月
31
日
㈯
で
す
。
登
録

を
希
望
す
る
場
合
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
事
務
局
（
市

商
工
観
光
振
興
課
）
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

★
商
品
券
の
使
用
期
間
は
？

　

発
売
日
の
10
月
25
日
㈯
か
ら
、

平
成
27
年
１
月
31
日
㈯
ま
で
使

用
可
能
で
す
。

　

５
０
０
円
単
位
で
の
使
用
で
、

お
つ
り
は
出
ま
せ
ん
。

★
商
品
券
の
購
入
方
法

　

広
報
み
な
ま
た
10
月
１
日
号

に
折
り
込
み
の
購
入
申
込
書
に

住
所
・
氏
名
な
ど
を
記
入
し
、

販
売
場
所
に
持
参
し
て
現
金
で

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
俣
市
民
の
み
一
人
５
冊
ま
で

購
入
可
能
で
す
。

　

予
定
し
て
い
る
２
万
冊
が
完

売
し
た
ら
、
販
売
を
終
了
し
ま

す
。

■
販
売
期
間

　

10
月
25
日
㈯
〜
11
月
14
日
㈮

期日（期間） 時　間 場　　所

10/25 ㈯ 10 時～ 19時 総合体育館１階会議室

10/26 ㈰～
     10/28 ㈫

10 時～ 18時 総合体育館１階会議室

10/29 ㈬～
     11/14 ㈮
（土日祝除く）

10時～ 18時
市役所秋葉４階ホール
（市役所裏の建物）

※商品券が完売した時点で、販売は終了します。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
事
務

局
（
市
商
工
観
光
振
興
課
）
☎

６
２
・
８
３
１
０

■
販
売
日
時
・
場
所　

◆
取
扱
店
の
皆
さ
ん
へ  

商
品

券
の
換
金
請
求

　

商
品
券
の
換
金
は
、
取
扱
店

か
ら
請
求
を
受
け
た
あ
と
指
定

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
換
金

手
数
料
は
不
要
で
、
換
金
期
間

中
は
何
度
で
も
換
金
の
請
求
が

で
き
ま
す
。

■
換
金
請
求
日
時　

11
月
４
日

㈫
〜
平
成
27
年
２
月
27
日
㈮　

９
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時
（
土

日
祝
日
除
く
）

■
換
金
請
求
場
所　

市
役
所
秋

葉
４
階
ホ
ー
ル

■
持
参
品　

換
金
請
求
書
、
登

録
票
、
換
金
す
る
商
品
券

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
事
務

局
（
市
商
工
観
光
振
興
課
）
☎

６
２
・
８
３
１
０

◆
商
店
街
で
買
い
物
し
ま
せ

ん
か
？

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
使
っ

て
商
店
街
で
買
い
物
し
た
人
に
、

食
事
券
や
温
泉
券
、
そ
の
他
賞

品
が
当
た
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
フ
ラ

ワ
ー
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
商
店
街
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
商
店

会
連
合
会
・
木
村
☎
６
２
・
２
３

３
５

（９月26日現在、50 音順）

今月の表紙
中尾山コスモスとコスモ（宇宙）

例年より遅く咲き出したコスモス。
市民有志のボランティアが朝早くか
ら草刈りなどを行い育てたものです。
中尾山で見る星空は少し近い気がし
ておもわず手をのばしてみたくなり
ます。咲き始めたコスモスに宇宙の
広がりを感じました。（9/27撮影）
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みなくるバス運行内容

45 広報みなまた2014.10.1広報みなまた2014.10.1

みなくるバスみなくるバス
利用者利用者100100万人万人

もっともっと愛されるコミュニティーバスへもっともっと愛されるコミュニティーバスへ

新
庁
舎
の
落
成
を
祝
う

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
・
水
俣
消
防
署
庁
舎
の

落
成
式
が
９
月
１
日
、
ひ
ば
り
ケ

丘
の
新
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

落
成
式
に
は
、
管
内
の
水
俣
市
・

芦
北
町
・
津
奈
木
町
の
首
長
な
ど

約
１
６
０
人
が
出
席
。
組
合
代
表

理
事
の
西
田
弘
志
市
長
と
岩
田
繁

義
消
防
長
が
、「
住
民
の
安
心
安
全

な
暮
ら
し
の
実
現
や
、
防
災
拠
点

の
中
核
と
し
て
任
務
を
果
た
し
た

い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
、県
防
災
ヘ
リ
「
ひ
ば
り
」

に
よ
る
救
助
訓
練
と
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト

へ
の
離
着
陸
を
行
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
・
設
備
の
概
要

　

新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
２
階
建
て
（
訓
練
棟
な
ど
は
一

部
５
階
建
て
）
で
、
延
べ
床
面
積

約
２
８
０
０
㎡
。
総
事
業
費
は
約

15
億
円
で
、
敷
地
は
水
俣
市
が
無

償
で
貸
与
し
ま
し
た
。

　

１
階
に
は
、
１
０
０
人
程
度
収

容
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
や
水
俣

消
防
署
、
２
階
は
消
防
本
部
と
事

務
局
、
消
防
司
令
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
庁
舎
裏

の
訓
練
棟
は
、
渡
過
訓
練
や
引
き

揚
げ
救
助
訓
練
な
ど
の
設
備
が
あ

り
、
外
壁
に
は
、
は
し
ご
登
は
ん

や
ロ
ー
プ
登
は
ん
設
備
、
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

正
面
玄
関
前
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に

な
っ
て
い
て
、
庁
舎
裏
に
は
消
防
団

員
な
ど
の
放
水
訓
練
が
常
時
可
能

な
施
設
も
整
い
ま
し
た
。

　

建
て
替
え
に
伴
い
、
最
新
の
高
機

能
消
防
司
令
シ
ス
テ
ム
や
、
消
防

救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム
も
導

入
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
へ
の
進
入
道
路
は
、
水

俣
警
察
署
裏
が
入
り
口
で
す
。

乗
客
１
０
０
万
人
達
成
を
祝
う

　

み
な
く
る
バ
ス
の
利
用
者
が
９

月
２
日
、
延
べ
１
０
０
万
人
に
達

し
、
市
役
所
前
で
記
念
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

１
０
０
万
人
目
の
乗
客
と
な
っ

た
薄
原
の
千
々
岩
ヨ
ウ
子
さ
ん
に
、

産
交
バ
ス
の
岩
﨑
司
晃
社
長
が
回

数
券
な
ど
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
岩
﨑
社
長
は
、「
接
客
を
良

く
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
愛
さ
れ
る

み
な
く
る
バ
ス
に
し
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。
西
田
市
長
は
バ
ス
運
転

手
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。
同
乗
し
た
利
用

者
ら
に
も
市
担
当
者
が
記
念
品
を

手
渡
し
、
さ
ら
な
る
バ
ス
利
用
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

み
な
く
る
バ
ス
は
運
行
開
始
か

ら
11
年
を
経
過
。
現
在
は
、赤
、青
、

黄
、
お
れ
ん
じ
の
、
４
色
の
バ
ス
が

５
路
線
を
走
っ
て
い
ま
す
。

「
み
な
く
る
バ
ス
」
名
前
の
由
来

　
「
み
ん
な
が
乗
っ
て
く
る
バ
ス
、

み
ん
な
が
集
ま
っ
て
く
る
み
な
ま
た

の
バ
ス
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
一
般
公
募

で
決
定
し
ま
し
た
。

　

発
音
が
「
ミ
ラ
ク
ル
」
に
似
て
い

る
よ
う
に
、
人
と
人
、
人
と
地
域

と
の
関
係
に
新
た
な
奇
跡
を
生
み

出
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新庁舎が完成
水俣芦北広域行政事務組合消防本部

落成式で県防災ヘリ「ひばり」が救助訓練を実施

みなくるバス
利用者100万人

もっともっと愛されるコミュニティーバスへ

◆運賃
　大人（中学生以上）150円
　小学生 80円
　（回数券では１枚／乗車区間により２倍運賃）

◆全路線利用可能な10枚つづり回数券
　大人（中学生以上）1000円
　小学生 500円　※定期券もあります。

◆４色のバス便数
　●木臼野（茂川）・梅戸港線（赤バス） 
　　平日４便、土日祝日３便
　●大川線（黄バス） 
　　 平日４往復、土日祝日３往復
　●中屋敷線（黄バス）
　　平日３往復、、土日祝日２往復
　●葛彩館線（黄バス）
　　平日６便、土日祝日１往復
　●湯の児線（青バス） 
　　平日５.５往復（湯の児→水俣駅前６便、
　　水俣駅前→湯の児５便）、土日祝日３往復
　●茂道・湯の鶴線（おれんじバス） 
　　平日６往復、土日祝日４往復
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愛する地域をこの手で共にまもる
自主防災組織リーダー研修会

9/7

新体操の伝統は絶やさない
水俣芦北新体操演技発表会

9/7
新しい協働のきっかけをつくる

じゃなかしゃばまつり
9/13

　

市
は
、
各
地
域
の
自
主
防
災
組

織
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
研
修
会

を
市
役
所
で
開
き
ま
し
た
。
15
組

織
か
ら
約
40
人
が
参
加
し
、
自
主

防
災
の
活
動
事
例
や
基
礎
知
識
を

学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
グ
ル

ー
プ
で
自
主
防
災
組
織
体
制
の
問

題
点
を
検
討
し
、
そ
の
内
容
を
発

表
し
合
い
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
日
頃
か
ら

地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
防
災

活
動
を
行
い
被
害
を
少
な
く
す
る

「
共
助
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
の

他
、
自
ら
備
え
る
自
助
、
消
防
や

警
察
な
ど
の
公
助
が
あ
り
ま
す
。

　

水
俣
体
操
・
新
体
操
を
支
え
る
会

（
森
勝
弘
会
長
）
が
、
地
元
伝
統

の
新
体
操
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
、

演
技
発
表
会
を
旧
水
高
体
育
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
で
４
回
目
。

　

水
俣
高
校
や
芦
北
高
校
、
水
俣

ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
ク
ラ
ブ
、
社
会
人

チ
ー
ム
の
「
一
心
会
」
な
ど
が
演
技

を
披
露
。
信
愛
女
学
院
高
校
も
ゲ

ス
ト
出
演
し
、
フ
ー
プ
や
ボ
ー
ル
、

ク
ラ
ブ
、
リ
ボ
ン
な
ど
を
使
っ
た
個

人
種
目
や
集
団
演
技
な
ど
で
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。
水
俣
や
芦
北

の
ジ
ュ
ニ
ア
に
よ
る
マ
ッ
ト
演
技
に

も
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
俣
病
セ
ン
タ
ー
相
思
社
で
９

月
13
・
14
日
、
相
思
社
設
立
40
年

を
記
念
し
、「
じ
ゃ
な
か
し
ゃ
ば
ま

つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
実

行
委
員
会
が
、
こ
の
ま
つ
り
を
通

し
て
新
た
な
出
会
い
や
関
係
が
生

ま
れ
、こ
れ
か
ら
の
「
新
し
い
協
働
」

の
き
っ
か
け
に
す
る
た
め
、
初
め
て

企
画
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
り
、
マ
ル
シ
ェ
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
音
楽
演
奏
や
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
水
俣
病
の
資
料
な
ど

を
展
示
し
て
い
る
「
水
俣
病
歴
史

考
証
館
」
も
無
料
開
放
し
ま
し
た
。

緑の芝と青空に歓声が響く
第15回 水俣エコカップ

9/6・7

　

水
俣
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
エ
コ

カ
ッ
プ
実
行
委
員
会
が
「
第
15
回

水
俣
エ
コ
カ
ッ
プ
」
を
エ
コ
パ
ー

ク
水
俣
で
開
き
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
た
青
少
年
の

健
全
育
成
を
進
め
な
が
ら
、
水
俣

独
自
の
環
境
の
取
り
組
み
も
学
ん

で
も
ら
お
う
と
、
平
成
12
年
か
ら

開
催
。
今
年
は
県
内
や
福
岡
・
長

崎
な
ど
の
小
学
生
32
チ
ー
ム
、
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
予
選
リ
ー
グ
を
開
催
、

２
日
目
は
決
勝
と
２
位
の
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で

ボ
ー
ル
を
追
い
ま
し
た
。

自治会主催で地域の課題を話し合う
市長と語る地域懇談会

8/26
観月橋のスクリーンで映画鑑賞

湯の児映画祭
8/30

　
「
市
長
と
語
る
地
域
懇
談
会
」
を

21
区
自
治
会
の
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
最
初
に
、
西
田
市
長
が
政
策

の
方
針
を
説
明
。
続
い
て
自
治
会
長

の
進
行
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら

政
策
へ
の
提
言
や
地
域
の
課
題
や
要

望
を
受
け
、
市
長
・
副
市
長
・
教
育

長
ら
と
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
懇
談
会
の
開
催
方
法
を
見

直
し
、
各
自
治
会
か
ら
の
申
し
込
み

を
受
け
て
、
日
時
や
場
所
な
ど
を
調

整
し
て
開
く
こ
と
で
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
は
企
画
課
☎
６
１
・
１
６
０
７
へ
。

　

み
な
ま
た
観
光
物
産
協
会
が
「
湯

の
児
映
画
祭
」
を
湯
の
児
海
水
浴

場
観
月
橋
側
で
開
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
湯
の
児
育
て
」
事
業

の
ひ
と
つ
で
平
成
24
年
か
ら
開
催

し
、
今
年
で
３
回
目
。
今
回
は
温

泉
街
護
岸
か
ら
場
所
を
移
し
、
観
月

橋
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
か
け
て
の
映
写

で
し
た
。
上
映
し
た
の
は
、
宮
崎
駿

の
初
期
作
品
「
名
探
偵
ホ
ー
ム
ズ
」

シ
リ
ー
ズ
で
、
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の

原
作
に
ひ
と
味
加
え
、
登
場
人
物
を

犬
に
擬
人
化
し
て
描
い
た
冒
険
ア
ニ

メ
。
親
子
連
れ
の
宿
泊
客
ら
が
夜
の

ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

市
と
水
俣
商
工
会
議
所
は
、
経

営
に
必
要
な
知
識
や
考
え
方
を
学
ぶ

「
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」
を
10
月
13
日

ま
で
全
５
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
日
の
９
月
14
日
に
は
、
中
小

企
業
診
断
士
の
本
郷
誠
さ
ん
が
、

参
加
者
12
人
に
成
功
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
作
り
方
や
開
業
の
心

構
え
な
ど
を
講
義
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
税
務
・
会
計
の
基
礎
知

識
や
創
業
融
資
制
度
の
活
用
方
法
、

売
れ
る
仕
組
み
の
考
え
方
な
ど
も

学
び
ま
す
。
最
終
日
に
は
、
開
業

者
の
体
験
談
を
聞
き
、
参
加
者
が

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
し
ま
す
。

創業して夢を実現しよう
創業セミナー

9/14

　

水
俣
市
出
身
の
遠
山
卓
也
さ
ん

と
佐
賀
県
出
身
の
内
山
敬
太
さ
ん

の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ユ
ニ
ッ
ト

「
ケ
イ
タ
ク
」。
浜
八
幡
宮
参
集
殿

で
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
会
場
い
っ
ぱ
い

の
観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ア
ク
ト
の
「
さ
だ
ま
さ
か
」

が
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
ト
ー
ク

と
演
奏
で
客
席
を
盛
り
上
げ
、
い

よ
い
よ
ケ
イ
タ
ク
の
登
場
。
代
表
曲

「
少
年
」
な
ど
の
演
奏
に
大
き
な

拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
成
か
ら
13
年
目
、
ニ
ュ
ー
ア

ル
バ
ム「Because

」も
発
売
さ
れ
、

今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

結成 13年目の熱いステージ
ケイタクライブ2014

9/14

水俣高校の演技

※参加申し込み受け付け
は修了しました。
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積み重ねた練習の成果を競う
芦北水俣郡市中学校陸上競技大会

9/17
大規模災害時の水難救助体制を強化

水俣港で合同潜水訓練
9/25

第3次男女共同参画計画策定へ
男女共同参画審議会

9/16
郷土の偉人「徳富兄弟」を学び伝える

蘇峰・蘆花教室／１回目
9/18

　

芦
北
水
俣
郡
市
中
学
校
体
育
連

盟
が
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会
を
、
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣

で
開
き
ま
し
た
。
大
会
結
果
（
抜

粋
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
男
女
総
合
優
勝
／
水
一
中

▼
男
子
短
距
離
２
位
／
水
一
中

▼
男
子
中
長
距
離
１
位
／
水
一
中

▼
女
子
中
長
距
離
２
位
／
袋
中

▼
男
子
フ
ィ
ー
ル
ド
２
位
／
水
一
中

▼
女
子
フ
ィ
ー
ル
ド
２
位
／
水
一
中

▼
躍
進
賞
・
袋
中

▼
優
秀
選
手
女
子
・
淵
上
璃
子（
水
一
中
）

　

代
表
女
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

　
（
16
秒
７
）
が
大
会
タ
イ
記
録

　

八
代
海
上
保
安
署
と
城
南
ブ

ロ
ッ
ク
消
防
本
部
は
水
俣
港
で
合

同
潜
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

海
上
保
安
庁
潜
水
士
と
各
消
防

本
部
水
難
救
助
隊
員
ら
約
80
人
が

訓
練
に
参
加
。
水
俣
港
に
着
岸
し

た
鹿
児
島
海
上
保
安
部
の
巡
視
船

さ
つ
ま
の
船
上
と
陸
上
で
水
難
救

助
の
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
着
用
し
た

参
加
者
は
、
飛
び
込
み
や
立
ち
泳

ぎ
、
素
潜
り
な
ど
の
基
礎
訓
練
の

あ
と
、
空
気
ボ
ン
ベ
を
背
負
っ
て

海
中
で
目
的
物
を
捜
索
す
る
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
は
平
成
17
年
、
水
俣
市
男
女

共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
施
行

し
、
水
俣
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
策
定
し

た
計
画
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

西
田
市
長
は
９
月
16
日
、
学
識
者

や
市
民
で
構
成
す
る
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会
へ
第
３
次
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ

の
審
議
会
で
計
画
を
審
議
し
ま
す
。

　

11
月
29
日
㈯
に
は
、
水
俣
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
ウ
ィ
ー
ク
「
野
原
す
み

れ
」
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
は
、
徳
富
蘇
峰
・
蘆
花
を
顕

彰
し
そ
の
業
績
を
伝
え
る
「
蘇
峰
・

蘆
花
教
室
」
の
１
回
目
を
市
公
民

館
で
開
き
ま
し
た
。
参
加
者
約
80

人
が
熱
心
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
「
青
年
の
友
、
徳
富

蘇
峰
」
と
題
し
、
県
立
大
学
准
教

授
の
木
村
洋
さ
ん
が
講
演
。
当
時
、

蘇
峰
が
青
年
た
ち
に
熱
烈
に
支
持

さ
れ
た
背
景
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
10
月
10
日
と
31
日
に

開
催
予
定
。
各
１
週
間
前
ま
で
に

生
涯
学
習
課
☎
６
１
・
１
６
３
９

へ
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

6/23
なんさま 来んな 見らんな 踊らんな～鳴子の音でまちを熱く盛り上げる！

第 7回  みなまたYOSAKOI 祭り
9/7

１_ 恋龍水俣が新コスチュームで登場　２_
締めくくりの総踊りではじける笑顔　３_ 水
俣 YOSAKOI 桜舞会の演舞　４_ 全九州合
同の「九州男組」が力強い踊りを披露した

１

２

水俣名物「美貴もなか」のミキさん
市内女性最高齢・今村ミキさん

9/17
すてきな笑顔の竹細工名人
市内男性最高齢・鬼塚重明さん

9/17

　

市
は
、
市
内
の
女
性
で
最
高
齢
の

今
村
ミ
キ
さ
ん
（
１
１
０
歳
）
に
、

褒
状
と
花
束
、
記
念
品
（
ま
く
ら
）

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
村
さ
ん
は
明
る
く
て
お
だ
や

か
。
水
俣
市
浜
町
で
生
ま
れ
、
結
婚

し
て
夫
婦
で
小
間
物
屋
を
始
め
ま
し

た
。
こ
の
と
き
店
の
前
に
柳
の
木
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
柳
屋
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
20

年
頃
か
ら
趣
味
で
「
よ
う
か
ん
」
を

作
り
始
め
、
和
菓
子
屋
に
な
り
ま
し

た
。昭
和
45
年
頃
に
作
っ
た「
も
な
か
」

に
は
、
ミ
キ
さ
ん
の
名
前
の
「
美
貴

も
な
か
」
が
つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

市
は
、
市
内
の
男
性
で
最
高
齢
の

鬼
塚
重
明
さ
ん
（
１
０
３
歳
）
に
、

褒
状
と
花
束
、記
念
品
（
電
気
シ
ェ
ー

バ
ー
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

鬼
塚
さ
ん
は
元
気
で
笑
顔
が
す
て

き
。
芦
北
町
生
ま
れ
で
小
学
校
教
師

と
し
て
勤
務
し
、
退
職
し
て
か
ら
水

俣
市
へ
移
り
住
み
ま
し
た
。
退
職
後

か
ら
竹
細
工
（
箸
・
タ
ー
ナ
ー
）
や

草
ほ
う
き
を
趣
味
で
作
り
始
め
ま
し

た
。
草
ほ
う
き
の
材
料
は
、
自
分
で

種
を
ま
い
て
育
て
た
も
の
を
使
っ
て

作
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
趣
味
は

お
休
み
中
で
す
が
、「
来
年
の
記
念
品

は
包
丁
が
い
い
」
と
笑
顔
で
し
た
。

　

み
な
ま
た
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭

り
が
熊
本
中
央
信
用
金
庫
水
俣
支

店
駐
車
場
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、

九
州
各
県
と
島
根
県
の
34
チ
ー
ム

約
３
３
０
人
が
市
内
３
会
場
で
華

麗
な
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
（
木
戸
理
江
実

行
委
員
長
・
恋
龍
水
俣
）
が
よ
さ

こ
い
踊
り
で
水
俣
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
毎
年
企
画
し
、
今
年
で
７
回

目
。
ホ
ス
ト
チ
ー
ム
「
恋
龍
水
俣
」

は
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
新
調
、
恋
龍

太
鼓
の
太
鼓
と
と
も
に
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
新
し
い
踊
り
を
披
露
し
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
市
内
チ
ー

ム
の
「
水
俣
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
桜

舞
会
」
も
華
や
か
な
演
舞
で
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

総
踊
り
で
は
、
参
加
チ
ー
ム
全

員
の
踊
り
と
熱
気
で
会
場
を
圧
倒

し
祭
り
の
最
後
を
飾
り
ま
し
た
。

　
　

３ ４
海に飛び込む潜水士



受
給
資
格
が
あ
る
人
は

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

　

左
の
表
で
、
受
給
資
格
が
あ
る

人
は
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
６
１
・

１
６
６
０

共
に
地
域
医
療
を
支
え
ま
せ
ん
か
！

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
職
員
採
用
試
験

■
日
時　

11
月
30
日
㈰　

８
時
15

分
〜

■
場
所　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
５

階
会
議
室

■
職
種
・
受
験
資
格　

下
表
参
照
。

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
条
項
な
ど
に
あ
て
は
ま

る
人
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
試

験
案
内
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
ま
で
の
流
れ　

申
込
書
請

求
↓
申
込
手
続
↓
受
験
票
交
付

↓
採
用
試
験
受
験

◆
申
込
書
請
求
に
つ
い
て

①
直
接
来
院　

総
合
医
療
セ
ン
タ

　

ー
５
階
総
務
課
総
務
企
画
室
に

　

備
え
付
け
。

②
郵
便
請
求　

申
込
書
返
送
の
た

　

め
の
返
信
用
封
筒（
宛
先
明
記
、

　

１
４
０
円
切
手
貼
付
、
Ａ
４
サ

　

イ
ズ
が
入
る
も
の
）
を
同
封
し
、

　

封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

　

申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
て
、

　

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

③
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

試
験
案

　

内
、
受
験
申
込
書
、
受
験
票
を

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

◆
申
込
み
手
続
き
に
つ
い
て

■
提
出
書
類　

受
験
申
込
書
、
受

験
票
、
面
接
カ
ー
ド
（
必
要
事
項
を

記
入
し
た
も
の
）

①
直
接
来
院　

総
合
医
療
セ
ン
タ

　

ー
５
階
総
務
課
総
務
企
画
室
に

　

提
出
。

②
郵
送
申
込　

受
験
票
返
送
の
た

　

め
の
返
信
用
封
筒（
宛
先
明
記
、

　

82
円
切
手
貼
付
）
を
同
封
し
、

　

封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

　

申
込
」
と
朱
書
き
し
て
送
付
。

■
申
込
受
付
期
間　

10
月
１
日
㈬

〜
10
月
31
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
の
８
時
15
分
〜
17

時
ま
で
（
12
時
〜
13
時
除
く
、
郵

送
は
最
終
日
消
印
有
効
）

◆
受
験
票
交
付
に
つ
い
て

①
直
接
来
院
申
込
し
た
場
合　

申

　

込
受
付
後
、
す
ぐ
に
受
験
票
を

　

渡
し
ま
す
。

②
郵
送
申
込
し
た
場
合　

11
月
５

　

日
㈬
ま
で
に
受
験
票
が
届
か
な
い

　

と
き
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
院
内
の
見
学　

事
前
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
担
当
者
が
案
内
し

ま
す
。

■
請
求
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
６
７
ー
０
０
４
１　

水
俣

市
天
神
町
１
丁
目
２
番
１
号　

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務

課
☎
６
３
・
２
１
０
１　

病
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://
m
inam

ata-hp.jp/

明
る
く
活
力
あ
る
人
を
求
む
！ 

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
任
期
付
職
員

（
看
護
師
）
募
集

　

育
児
休
業
を
取
得
す
る
職
員
の

代
替
と
し
て
、
任
期
付
職
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
職
種　

看
護
師

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
任
用
期
間　

６
カ
月
以
上
３
年

未
満

■
勤
務
条
件　

任
期
が
あ
る
こ
と

以
外
は
、正
規
職
員
と
同
じ
で
す
。

給
料
は
職
歴
な
ど
の
経
験
年
数
を

考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。

■
受
験
資
格　

看
護
師
免
許
を
有

す
る
人

■
試
験
科
目　

書
類
審
査
、
面
接

試
験

※
申
込
書
の
請
求
や
申
込
手
続
き

の
方
法
は
、
上
記
「
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
職
員
採
用
試
験
」
と
同
じ

で
す
。

■
請
求
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
６
７
ー
０
０
４
１　

水
俣

市
天
神
町
１
丁
目
２
番
１
号　

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務

課
☎
６
３
・
２
１
０
１　

病
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://
m
inam

ata-hp.jp/

市役所から
お知らせです防災行政無線の内容が聞き取れないときは、

☎６２-６２２２で内容確認できます（火災は☎６３-６６６６）

nformationＩ

試
験
試
験
試
験

職　種 採用予定数 受　験　資　格 試験の内容

看護師 若干名 昭和 49年４月２日以降に生まれ、看護師の免許を有する人、または看護学校・大学など
を卒業または卒業見込みで、平成 27年３月までに免許取得見込みの人 教養試験

看護師適性検査
面接試験助産師 若干名 昭和 49年４月２日以降に生まれ、助産師の免許を有する人、または看護学校・大学など

を卒業または卒業見込みで、平成 27年３月までに免許取得見込みの人

診療放射線技師 若干名 昭和 60年４月２日以降に生まれ、診療放射線技師の免許を有する人、または専門学校・
大学などを卒業または卒業見込みで平成 27年３月までに免許取得見込みの人 教養試験

職場適応性検査
面接試験施設管理技士 若干名 昭和 56年４月２日以降に生まれ、第３種電気主任技術者、第２種電気工事士以上のいず

れかの資格を有する人、または平成 27年 3月までに資格を取得する見込みの人

育
児
育
児
育
児

 手当の種類 手当を受けられる人（随時受付） 所得制限

児童扶養手当
（ひとり親家庭
　などに支給）

現況届８月

  次のいずれかに該当する児童（18歳に達する 
  日以降の最初の 3月 31日までの児童 、障が
  い児の場合は 20歳未満）を監護している母、
  監護し、かつ生計を同じくしている父、父母
  以外で児童を養育している人。
  　●父母が婚姻を解消した児童
  　●父または母が死亡した児童
  　●父または母が重度の障がいの状態にある児童
  　●父または母の生死が明らかでない児童
  　●父または母から引き続き１年以上遺棄され 
     　ている児童
  　●父または母が申し立てにより、DVでの保
     　護命令を受けた児童
  　●父または母が法令により１年以上拘禁され  
    　 ている児童
  　●婚姻によらないで生まれた児童
  ※子どもが施設に入所している場合や、受給 
  資格者が公的年金の給付を受けることができ
  る場合などは、対象とならない場合があります。
  ※４・８・12月支給

  受給者および扶養義
  務者の前年の所得が
  一定額以上の場合は、
  手当の一部または全
  部の支給が停止され
  ます。

ひとり親家庭
等医療費助成

現況届８月

  水俣市内に住所を有する、
  　●ひとり親家庭の父母およびその者に扶養さ 
  　　れている児童　
  　●父母のいない児童
  ※助成対象者に係る医療費につき、一部負担 
  金の３分の２に相当する額を助成します。

  前年の所得が一定額
  以上の場合は支給さ
  れません。
  ※児童扶養手当に準
  じます。

特別児童扶養
手当

現況届８月

  法令で定める障がいの程度にある 20歳未満の 
  児童を養育している人。ただし、障がい児が
  福祉施設に入所していたり、「障害年金」を受
  けることができる場合は、支給されません。
  　●１級　月額 49,900 円 / 人
  　●２級　月額 33,230 円 / 人
  ※４・８・11月支給

  受給者および扶養義
  務者の前年の所得が
  一定額以上の場合は、
  支給されません。

児童手当

現況届６月

  国内に住所を有する中学校修了までの児童を 
  養育している人。（施設入所児童などを除く）
  　●０歳～３歳未満　　月額 15,000 円 / 人
  　●３歳～小学校修了前
  　　　第１子・第２子　月額 10,000 円 / 人
  　　　第３子以降　月額 15,000 円 / 人
  　●中学生　　月額 10,000 円 / 人
  ※２・６・10月支給

  前年の所得が一定額
  以上の場合は一律月
  額 5,000 円に減額
  されます。

★現在手当などを受けている人は、毎年「現況届」を提出しなければなりません。福祉課か
　ら送付される「現況届」の様式に状況を記入し、必要書類を添えて提出してください。
　転出・婚姻などにより受給資格に変更があった場合も、届け出が必要です。

表１
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肺
が
ん
・
結
核
の
地
域
巡
回

検
診
を
行
い
ま
す

　

肺
が
ん
・
結
核
検
診
の
た
め
、今

年
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
が
各
地
域
を

巡
回
し
ま
す
。日
程
表
を
確
認
の

う
え
、近
く
の
検
診
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

受
診
票
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、

市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

★
10
月
は
、平
成
26
年
度
が
ん
検

診
受
診
率
50
％
達
成
に
向
け
た
集

中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す
！

　

10
月
15
日
㈬
か
ら
、複
合
健
診

で
各
種
が
ん
検
診（
肺
・
胃
・
大
腸
・

乳
・
子
宮
）を
行
い
ま
す
。

　

今
か
ら
で
も
申
し
込
み
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

水
俣
市
の
受
診
率
は
10
〜
20
％

程
度
と
、低
い
数
字
で
推
移
し
て

い
ま
す
。年
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
に
、ぜ
ひ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
６
２
・
３
０
２
８

水
痘
・
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　

広
報
み
な
ま
た
９
月
１
日
号

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
10
月

１
日
か
ら「
水
痘
ワ
ク
チ
ン
」と「
成

人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
が
定

期
接
種
と
な
り
ま
す
。
詳
細
と
接

種
委
託
医
療
機
関
（
下
表
）
が
決

定
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
水
痘
ワ
ク
チ
ン　

　

子
ど
も
の
水
ぼ
う
そ
う
を
予
防

　

す
る
も
の
。

■
対
象　

次
の
①
か
②
に
該
当
す

る
人
で
、こ
れ
ま
で
に
水
痘
の
予

防
接
種（
規
定
回
数
分
）を
受
け
て

い
な
い
人
、ま
た
は
水
痘
に
か
か

っ
た
こ
と
が
な
い
人
。

①
生
後
12
月
か
ら
36
月
に
至
る
ま

　

で（
１
歳
〜
３
歳
未
満
）

②
生
後
36
月
か
ら
60
月
に
至
る
ま

　

で（
３
歳
〜
５
歳
未
満
）

※
接
種
時
点
で
60
月
を
超
え
る
人

は
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。

※
接
種
に
は
予
診
票
が
必
要
で

す
。対
象
と
な
る
人
は
予
診
票

交
付
期
間
中
に
母
子
手
帳
を
持
っ

て
、市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
来
て
く

だ
さ
い
。

■
予
診
票
交
付
期
間　

10
月
６
日

㈪
〜
８
日
㈬　

８
時
30
分
〜
19
時

※
平
成
25
年
９
月
以
降
に
生
ま
れ

た
人
に
は
、１
歳
に
な
っ
た
翌
月

以
降
に
郵
送
す
る
か
、乳
幼
児
健

診
で
配
布
し
ま
す
。

※
交
付
期
間
よ
り
前
に
接
種
を
希

望
す
る
人
や
水
痘
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
人
、す
で
に
接
種
済
み

の
人
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

■
個
人
負
担　

無
料

○
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

高
齢
者
が
か
か
る
肺
炎
の
重
症

　

化
を
予
防
す
る
も
の
。

■
対
象　

次
の
①
か
②
に
該
当
す

る
人
で
、こ
れ
ま
で
に
23
価
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク

ス
）を
接
種
し
て
い
な
い
人
。

①
下
表
の
生
年
月
日
に
該
当
す
る

　

人（
今
年
度
対
象
者
）

②
60
歳
か
ら
64
歳
で
あ
り
、心
臓
、

　

腎
臓
、呼
吸
器
の
い
ず
れ
か
の

　

機
能
に
日
常
生
活
活
動
が
極
度

　

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い

　

が
あ
る
人
や
、ヒ
ト
免
疫
不
全

　

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能

　

に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

　

能
な
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
。

■
個
人
負
担　

２
６
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
申
請
に

よ
り
減
免
で
き
ま
す
。病
院
に
予

約
す
る
前
に
、市
保
健
セ
ン
タ
ー

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
６
２
・
３
０
２
８

市役所から
お知らせです

医療機関名 電話番号 水痘 肺炎球菌 医療機関名 電話番号 水痘 肺炎球菌

谷山医院 63-2557 ○ ○ 山田クリニック 63-5188 ○ ○

宮竹小児科医院 69-3501 ○ ○ 白梅病院 63-7575 × ○

松本内科クリニック 63-3456 × ○ 総合医療センター　小児科
63-2101

○ ×

市川内科クリニック 62-0707 ○ ○ 総合医療センター　呼吸器内科 × ○

たなか耳鼻科・眼科クリニック 62-8777 ○ ○ 渕上病院 63-6551 × ○

てらさきクリニック 63-1200 ○ ○ 佐藤クリニック 69-3007 × ○

深水医院 63-6390 ○ ○ 渕上クリニック 63-6552 × ○

本田レディースクリニック（ネット予約可） 63-2019 ○ ○ 水俣協立病院　 63-1704 × ○

岡部病院 63-3311 × ○ 協立クリニック 63-6835 × ○

尾田胃腸科 63-3438 × ○ ★市外の医療機関で接種を希望する場合は市保健センターに相談してください。

水痘・成人用肺炎球菌ワクチン予防接種　委託医療機関（直接医療機関に電話またはネット予約してください）

健
康
健
康
健
康

対象年齢 生年月日 対象年齢 生年月日

65歳 昭和２４年４月２日～昭和２５年４月１日 90歳 大正１３年４月２日～大正１４年４月１日

70歳 昭和１９年４月２日～昭和２０年４月１日 95歳 大正　８年４月２日～大正　９年４月１日

75歳 昭和１４年４月２日～昭和１５年４月１日 100 歳 大正　３年４月２日～大正　４年４月１日

80歳 昭和　９年４月２日～昭和１０年４月１日 101 歳以上 大正３年４月１日以前に生まれた人

85歳 昭和　４年４月２日～昭和　５年４月１日 ★平成 27年 3月 31日までに接種を受けてください。

成人用肺炎球菌ワクチン予防接種　①の対象者（平成 26年度の対象者）　

健
康
健
康
健
康

期　日 場　　所 時　　間 期　日 場　　所 時　　間

11月 4日㈫

   おれんじ鉄道袋駅前 　９：３０～　９：４５

11 月 6日㈭

  おれんじ鉄道水俣駅前広場ふれあい館 　９：３０～　９：５０

   袋中学校正門前 １０：０５～１０：２０   旧侍公民館前 １０：１０～１０：３０

   月浦境商店前 １０：４０～１０：５５   21 区公民館前空き地 １０：５０～１１：１０

   陣原団地集会所前 １１：１５～１１：３０   汐見町公民館前 １１：３０～１１：４５

   頭石コミュニティセンター １３：３０～１３：４５   市立総合体育館 １３：３０～１３：５０

   湯出消防格納庫前
 （※温泉センターは利用できません）   

１４：０５～１４：２５
  浜町商店街駐車場 １４：１０～１４：３０

  ロッキー古賀町店前駐車場 １４：５０～１５：１０

   内山小村氏宅前 １４：４５～１５：００   水光社丸島分店裏物流センター １５：３０～１５：５０

   水光社陣内分店駐車場 １５：２０～１５：４０   梅戸港バス停付近 １６：１０～１６：２５

11 月 5日㈬

   中屋敷橋付近 ９：３０～　９：４５

11 月 7日㈮

  初野団地 13・14棟入り口 　９：３０～　９：５０

   仁王木バス停付近 １０：１５～１０：３０   市保健センター（もやい館内） １０：１０～１０：４０

   大川林業倉庫前 １１：００～１１：１５   市立武道館駐車場 １１：００～１１：２０

   久木野愛林館 １１：３５～１１：５５   高齢者福祉センター １１：４０～１２：００

   住吉神社前 １３：３０～１３：４５   湯の児公民館前 １３：００～１３：１５

   本井木黒木氏宅前 １４：０５～１４：２０

   旧石飛分校前 １４：５０～１５：０５

   石坂川集会所前 １５：３５～１５：５０

   旧深川小学校前 １６：１０～１６：２５

肺がん・結核の地域巡回検診　日程表

nformationＩ
消防団員を募集しています！
応募・問い合わせは、総務課 防災危機管理室（☎６１-１６０４）まで
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臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受
付

窓
口
の
場
所
が
変
わ
り
ま
す

　

10
月
１
日
㈬
か
ら
、
臨
時
福
祉

給
付
金
の
受
付
窓
口
の
場
所
が
、

市
役
所
秋
葉
４
階
ホ
ー
ル
か
ら
市

役
所
教
育
委
員
会
棟
１
階
に
変
わ

り
ま
す
。

　

給
付
金
の
対
象
者
で
申
請
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
、
11
月
28
日
㈮

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

平
成
26
年
１
月
１
日

時
点
で
水
俣
市
に
住
所
が
あ
り
、

市
民
税
が
非
課
税
の
人

※
生
活
保
護
受
給
者
や
、
市
民
税

課
税
者
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

は
支
給
対
象
外
で
す
。

■
支
給
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き

１
万
円

※
加
算
対
象
者
は
５
千
円
を
加
算

し
ま
す
。

※
支
給
は
１
回
限
り
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
申
請
書（
対
象
者
に
郵
送
済
み
）

○
印
鑑

○
本
人
確
認
用
書
類(

運
転
免
許

　

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
の
写
し
）

○
口
座
確
認
用
書
類(

通
帳
か
キ

　

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

※
加
算
対
象
者
は
、
加
算
要
件
を

満
た
す
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時

15
分（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
８
５
５
５
（
住
所
不
要
）
市

臨
時
福
祉
給
付
金
窓
口
☎
６
２
・

８
３
０
０

高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
す

る
人
へ
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

高
齢
の
要
介
護
者
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

■
対
象　

日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
満
65
歳
以

上
の
寝
た
き
り
（
介
護
保
険
の
要

介
護
４
か
５
相
当
）
ま
た
は
認
知

症
（
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
Ⅳ
以
上
）
の
高
齢
者
を
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
人

■
支
給
額　

要
介
護
者
１
人
に
つ

き
年
額
５
万
円

■
受
給
資
格　

市
内
在
住
で
、
基

準
日
（
10
月
１
日
）
ま
で
の
１
年

間
在
宅
で
前
記
対
象
者
の
介
護
を

し
た
人　

な
ど

※
詳
細
は
窓
口
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法　

健
康
高
齢
課
（
も

や
い
館
１
階
）
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印

し
て
提
出
。
要
介
護
者
が
寝
た
き

り
の
場
合
は
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
の
写
し
、
認
知
症
高
齢
者
の

場
合
は
診
断
書
が
必
要
で
す
。

■
締
切
日　

10
月
31
日
㈮

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

高
齢
課
（
も
や
い
館
１
階
）
☎

６
３
・
３
０
５
１

障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
へ

「
障
害
年
金
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

障
が
い
の
あ
る
人
で
要
件
を
満

た
し
て
い
る
場
合
は
、国
民
年
金
・

厚
生
年
金
保
険
の「
障
害
基
礎
年

金
」や「
障
害
厚
生
年
金
」な
ど
の

「
障
害
年
金
」を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
障
害
年
金
」を
受
け
る
に
は
、

本
人
ま
た
は
家
族
に
よ
る
手
続
き

が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
八
代
年

金
事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

次
の
①
〜
③
を
全
て
満

た
す
人

①
年
金
制
度
加
入
中
に
初
診
日
が

　

あ
る
こ
と

　

※
初
診
日
が
20
歳
前
ま
た
は
60

　

歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
年
金
未
加

　

入
期
間
中
の
人
は
、障
害
基
礎

　

年
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

　

こ
と

③
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て

　

い
る
こ
と

※「
障
害
者
手
帳
の
障
害
等
級
」と

「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
障

害
等
級
」は
、判
断
基
準
が
異
な
り

ま
す
。手
帳
の
交
付
を
受
け
て
も

障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
手
続
き
先

○
障
害
基
礎
年
金　

水
俣
市
役
所

　

市
民
課
年
金
医
療
保
険
係
ま
た

　

は
八
代
年
金
事
務
所

○
障
害
厚
生
年
金　

八
代
年
金
事

　

務
所

■
問
い
合
わ
せ　

八
代
年
金
事
務

所
☎
０
９
６
５
・
３
５
・
６
１
４
３

／
水
俣
市
役
所
市
民
課
☎
６
１
・

１
６
２
２

市役所から
お知らせです中尾山コスモス祭り

10月 5日㈰  10：00 ～  中尾山コスモス園

nformationＩ

市
営
住
宅「
久
木
野
団
地
」

入
居
者
募
集

　

久
木
野
団
地
へ
入
居
を
希
望
す

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
会
を

行
い
、入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

　

今
回
申
し
込
ん
で
入
居
で
き
な

か
っ
た
人
は
、平
成
26
年
度
中
の

入
居
待
機
者
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

■
入
居
資
格　

次
の
①
〜
④
を
全

て
満
た
す
人

①
入
居
す
る
親
族
全
員
の
合
算
所

　

得
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

③
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

④
入
居
す
る
家
族
全
員
が
暴
力
団

　

員
で
は
な
い
こ
と

■
募
集
戸
数    

１
戸　
　

■
間
取
り　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
家
賃　

１
５
３
０
０
円
〜

３
０
１
０
０
円

■
受
付
期
間　

10
月
６
日
㈪
〜
10

月
24
日
㈮

■
抽
選
日　

10
月
28
日
㈫

■
選
考
方
法　

公
開
抽
選

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
政

策
課
☎
６
１
・
１
６
２
１

住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
対
策

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

★
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、耐
震

補
強
設
計
、耐
震
改
修
に
つ
い
て
、

市
が
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
者　

住
宅
を
所
有
し
、市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

■
対
象
住
宅　

水
俣
市
内
で
次
の

全
て
に
該
当
す
る
住
宅

○
人
が
住
ん
で
い
る
一
戸
建
て
の

　

平
屋
・
２
階
建
て
木
造
住
宅（
併

　

用
住
宅
の
場
合
、店
舗
な
ど
の

　

床
面
積
が
延
床
面
積
の
２
分
の

　

１
未
満
の
も
の
）

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　

工
し
た
も
の

■
募
集
件
数
・
補
助
金
額

【
耐
震
診
断
】（
先
着
５
戸
程
度
）

　

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
で

　

限
度
額
８
万
円

【
耐
震
補
強
設
計
】（
先
着
３
戸
程
度
）

　

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
で

　

限
度
額
20
万
円

【
耐
震
改
修
】（
先
着
３
戸
程
度
）

　

耐
震
改
修
工
事
費
用
の
２
分
の

　

１
以
内
で
限
度
額
80
万
円 

＋ 

　

工
事
監
理
費
用
の
３
分
の
２
以

　

内
で
限
度
額
10
万
円

■
申
込
締
切
日　

12
月
26
日
㈮

★
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
の

耐
震
診
断
、耐
震
補
強
設
計
に
つ

い
て
、市
が
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
者　

建
築
物
を
所
有
し
、

市
税
お
よ
び
県
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
人

■
対
象
建
築
物　

水
俣
市
内
で
次

の
全
て
に
該
当
す
る
建
築
物

○
建
築
物
の
耐
震
改
修
促
進
に
関

　

す
る
法
律
第
６
条
各
号
に
掲
げ

　

る
も
の（
特
定
建
築
物
）

○
建
築
物
の
敷
地
が
緊
急
輸
送
道

　

路
に
接
す
る
も
の

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　

工
し
た
も
の

■
募
集
件
数
・
補
助
金
額

【
耐
震
診
断
】（
先
着
１
棟
程
度
）

　

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
で

　

限
度
額
２
０
０
万
円

【
耐
震
補
強
設
計
】（
先
着
１
棟
程
度
）

　

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
で

　

限
度
額
２
０
０
万
円

■
申
込
締
切
日　

11
月
28
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
都
市

政
策
課
☎
６
１
・
１
６
２
１

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

は
、
届
け
出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引

は
、
契
約
後
に
権
利
取
得
者
（
買

い
主
）
が
届
け
出
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■
届
け
出
が
必
要
な
取
引

売
買
、
交
換
、
売
買
予
約
、
譲
渡

担
保
、
代
物
弁
済　

な
ど

■
届
け
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

市
街
化
区
域　

２
千
㎡
以
上

そ
れ
以
外
の
区
域　

５
千
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
外　

１
万
㎡
以
上

■
届
け
出
期
限

契
約
（
予
約
を
含
む
）
締
結
日
か

ら
２
週
間
以
内（
締
結
日
を
含
む
）

■
届
け
出
窓
口

土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
の
国
土

利
用
計
画
法
担
当
課

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
企
画

課
☎
６
１
・
１
６
０
６
／
熊
本

県
企
画
振
興
部
地
域
振
興
課 

☎

０
９
６
・
３
３
３
・
２
１
８
１

補
助
金

補
助
金

補
助
金

住
宅
住
宅
住
宅

土
地
取
引

土
地
取
引

土
地
取
引

福
祉
福
祉
福
祉

臨
時
給
付
金

臨
時
給
付
金

臨
時
給
付
金
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物
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し

ま
す

　

物
忘
れ
な
ど
、認
知
症
に
よ
る

症
状
に
つ
い
て
不
安
を
抱
え
る
人

や
家
族
に
対
し
、認
知
症
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
で
き
る
よ
う
、

認
知
症
専
門
医
の
協
力
に
よ
り
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
従
事
者
に
は
、認
知
症
専
門
医

療
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
、

助
言
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、完
全
予

約
制
で
す
。事
前
に
電
話
な
ど
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。担
当
者
が

相
談
内
容
を
確
認
し
ま
す
。希
望

者
が
多
い
場
合
は
調
整
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
９
日
㈭　

14
時
〜

16
時

■
場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

物
忘
れ
な
ど
が
心
配
な

人
や
家
族
、医
療
機
関
や
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

※
す
で
に
、認
知
症
の
治
療
を
受

け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

■
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医　

佐
藤
ク

リ
ニ
ッ
ク　

佐
藤
宏 

院
長

■
予
約
締
切
日　

10
月
７
日
㈫

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
高

齢
課
☎
６
３
・
３
０
５
１

★
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障
が
い
）

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

日
常
生
活
に
支
障
は
な
い
け

ど
、
最
近
忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
た
な

ど
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

Ｍ

Ｃ
Ｉ
と
は
、
正
常
な
状
態
と
認
知

症
の
間
に
位
置
す
る
予
備
軍
で
あ

る
と
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
場
合
、
日
常
生
活
や
社

会
活
動
に
影
響
を
し
な
い
た
め
、

見
落
と
さ
れ
が
ち
で
す
。
適
切
な

予
防
な
し
に
放
置
さ
れ
た
場
合
、

５
年
間
で
約
半
数
の
人
が
認
知
症

に
移
行
す
る
と
の
研
究
報
告
も
あ

り
ま
す
。

　

認
知
症
は
「
脳
の
病
気
」
で
す
。

心
配
が
あ
る
人
は
、
早
め
に
専
門

医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市役所から
お知らせです

nformationＩ

秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

　

農
繁
期
を
迎
え
る
秋
は
、
春
の

農
繁
期
と
と
も
に
、
１
年
で
最
も

農
作
業
の
事
故
が
発
生
し
や
す
い

期
間
で
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
落
・

転
倒
、
草
刈
り
機
の
刃
へ
の
接
触

に
よ
る
も
の
な
ど
農
業
機
械
関
連

の
事
故
が
多
く
、
農
作
業
の
移
動

中
に
公
道
で
交
通
死
亡
事
故
に
遭

っ
た
人
も
い
ま
す
。
農
業
機
械
に

よ
る
事
故
は
、
重
大
事
故
に
つ
な

が
る
場
合
が
多
い
の
で
、
次
の
点

に
気
を
付
け
て
、
農
作
業
安
全
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

●
正
し
い
機
械
の
取
り
扱
い
、
操

　

作
方
法
を
身
に
つ
け
る

●
作
業
に
適
し
た
作
業
服
や
防
護

　

具
を
着
用
す
る

●
足
場
が
滑
る
、
路
肩
が
見
え
に

　

く
い
な
ど
条
件
の
悪
い
場
合
は
、

　

無
理
に
運
転
作
業
を
し
な
い

●
運
転
操
作
は
、
余
裕
を
も
っ
て

　

確
実
に
行
う

●
機
械
の
点
検
・
整
備
は
、
必
ず

　

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
う

●
機
械
の
日
常
点
検
・
定
期
点
検

　

に
努
め
る

●
一
人
で
作
業
を
す
る
場
合
は
、

　

ど
こ
で
作
業
を
し
て
い
る
か
を

　

家
族
に
知
ら
せ
て
お
く

●
過
労
運
転
・
酒
気
帯
び
運
転
は

　

や
め
る

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
振
興

課
☎
６
１
・
１
６
３
４

街
の
中
に
イ
ノ
シ
シ
が
出
没

し
て
い
ま
す
！

◆
も
し
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

★
イ
ノ
シ
シ
を
刺
激
し
な
い

　

本
来
、
イ
ノ
シ
シ
は
臆
病
な
動

物
で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
何
も
し
な

い
限
り
突
然
襲
っ
て
く
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
見
か
け
て
も
刺
激

を
与
え
ず
、
興
奮
さ
せ
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

棒
な
ど
を
使
っ
て
追
い
回
し
た

り
石
を
投
げ
た
り
す
る
と
、
逃
げ

た
イ
ノ
シ
シ
が
他
の
人
を
襲
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

★
ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
り

　

イ
ノ
シ
シ
が
こ
ち
ら
に
気
づ
い

て
い
な
い
と
き
や
、
イ
ノ
シ
シ
と

の
距
離
が
十
分
あ
る
場
合
は
、
静

か
に
そ
の
場
を
立
ち
去
り
ま
し
ょ

う
。
急
に
動
く
と
イ
ノ
シ
シ
が
驚

い
て
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

も
し
、
イ
ノ
シ
シ
が
近
づ
い
て

き
た
場
合
は
、
あ
わ
て
ず
ゆ
っ
く

り
と
後
ず
さ
り
し
て
離
れ
ま
し
ょ

う
。
そ
の
後
、
建
物
や
車
、
物
か

げ
に
身
を
隠
す
な
ど
安
全
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

※
犬
を
連
れ
て
い
る
と
、
猟
犬
と

勘
違
い
し
て
襲
っ
て
く
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
が
向
か
っ

て
き
た
と
き
は
犬
を
放
す
な
ど
、

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
子
ど
も
に
も
、
家
庭
な
ど
で
の

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
出
会
わ
な
い
た
め
に
は

★
音
や
光
で
人
間
の
存
在
を
知
ら

せ
る
工
夫
を
す
る

　

鈴
を
つ
け
た
り
、
暗
く
な
っ
て

か
ら
外
出
し
た
と
き
は
懐
中
電
灯

の
光
で
照
ら
す
な
ど
、
人
間
の
存

在
を
知
ら
せ
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。

★
絶
対
に
エ
サ
を
与
え
な
い

①
餌
付
け
を
し
な
い

　

エ
サ
は
絶
対
に
与
え
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。
人
が
エ
サ
を
与
え
、

　

安
全
で
あ
る
こ
と
を
学
習
し
た

　

イ
ノ
シ
シ
は
人
を
襲
う
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

②
エ
サ
場
を
つ
く
ら
な
い

　

家
庭
菜
園
や
田
畑
の
周
り
に
野

　

菜
ク
ズ
な
ど
を
放
置
し
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。
イ
ノ
シ
シ
が
エ
サ
場

　

と
し
て
覚
え
て
し
ま
い
ま
す
。

③
ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
の
徹
底

　

ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
に
指
定
さ

　

れ
た
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

袋
の
口
を
き
ち
ん
と
結
び
、
ゴ

　

ミ
散
乱
防
止
用
ネ
ッ
ト
を
か
け

　

る
な
ど
、
ゴ
ミ
出
し
の
マ
ナ
ー

　

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
知
ら
な
い
う
ち
に
「
餌
付
け
」

を
行
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
イ
ノ
シ
シ
を
呼
び
寄
せ
な
い

環
境
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
振
興

課
☎
６
１
・
１
６
３
２

農
業
農
業
農
業

イ
ノ
シ
シ

イ
ノ
シ
シ

イ
ノ
シ
シ

　　　　　　「私に日本語を教えてくだ
　　　　　　さい」と、さっぱり日本語
　　　　　　が分からない外国人に言
　　　　　　われたらどうする？ 
　　　　　　「こんにちは」から始める？
　　　　　　それとも、「初めまして」？
　　　　　　自己紹介などを後にして、
より活用的な「～ください」や「～して
もいいですか？」を先に教えたら相手が
助かるではないか。「よろしくお願いしま
す」はどういう時に使うか

簡単に説明できるか？ 
僕は、毎日のように誰かに「英語を教え
てください」と言われる。今は市の企画
で英会話教室をしているので、言われた
らその教室に案内すれば済むが、以前は
言われるたびにあまりにも真剣に受け取
ってしまい、相手が無理を言っていると
感じていた。生真面目で、勉強のことな
ら中途半端を許せない僕は、汗をかきな
がら、「英検何級を目指している？それと
もTOEFLの高得点が目的？教科書はど
うする？」などと悩む。さらに、今まで
カリキュラムに沿って学校の教室でしか
英語を教えていないので、相手が「いや、
英語で友達のように接してくれればいい」
と言うと、「それだけで英語を覚えるのは
無理だろう！」とキレそうになる。
学校訪問の時などに、子どもたちの前で
「英語を勉強すると必ず友達が増え、世
界が広がるよ」と朗らかに唱えるのに、
前述のように「無理だろう？」と考える
のは、英語や異文化のことならいつでも
優しく丁寧に教えるべきCIRとしてあっ

てはならない考え方だ。どうしてこんな
ふうになっただろう？率直に言えば、毎
日仕事として国際交流をはじめ、環境学
や市の取り組み、教育などに関する堅苦
しい話を翻訳して、初心を忘れたのかも
しれない。そもそも、僕もただ日本で旅
行をしたり、日本人の友達をつくったり、
日本文化をもっと楽しんだりするだけの
目的で日本語を勉強し始めたことを忘れ
てしまった。完璧を目指すのもいいけれ
ど、感謝の気持ちなどを伝え、友達をつ
くることが第一だということを国際交流
員として心がけるべきだ。
日本語を勉強する決心を初めて父に伝え
たら、「ああ、昔、出張でよく行っていたね、
日本に。俺も日本語喋れるよ。たくさん
の友達ができたし」。まさか、僕の父が
日本語が喋れるなんてあり得ないと思っ
た。「じゃ、何の日本語を覚えたの？」と
聞いてみたら、どうやら父は漢字や敬語
などを覚えず、たった一言で国際交流を
図ったようだ。「これだけで済んだよ。『ビ
ールもう一本！』」。

大漁
大漁

CIR国際交流員
エリックスミスの

エリック丸の
水俣航海記

うか

ーVol.14ー

相
談
相
談
相
談

水俣市公式Facebook
公開中です！

水俣市公式 Facebook（フェイスブック）
を公開しています。
Facebookページ
　http://www.facebook.
　com/minamata.city

■問い合わせ
　総務課秘書係☎ ６１ー１６００
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市
外
の
小
中
学
生
か
ら
見
た

「
水
俣
」っ
て
？

　

こ
の
あ
い
だ
、水
俣
病
資
料
館
に
行

っ
た
ら
、福
岡
県
か
ら
修
学
旅
行
に
来

た
中
学
生
た
ち
と
出
会
っ
た
よ
。毎
年
、

た
く
さ
ん
の
小
中
学
生
や
高
校
生
が

水
俣
病
の
こ
と
や
水
俣
の
ま
ち
づ
く

り
を
学
び
に
来
て
い
る
ん
だ
っ
て
！　

な
か
に
は
、マ
イ
箸
や
マ
イ
水
筒
を
持

ち
歩
く「
マ
イ
マ
イ
運
動
」に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
も
あ
る
そ
う
だ
よ
〜
☆

　
　
　
　

水
俣
っ
て
そ
ん
な
ふ
う
に

　
　
　

   

見
ら
れ
て
る
ん
だ
ね
！　

　
　
　

   

ぼ
く
も
ご
み
分
別
の
お
手

伝
い
と
か
、で
き
る
こ
と
か
ら
が
ん

ば
る
ぞ
〜
！ 

※チャリぞ～は「環境のまちづくり」
   　のイメージキャラクターです。⑩

チヤ
リ
ぞ
〜
の

み
な
ま
た
探
検

 

　マイマイ運動や、食事ででるご
みの減量に取り組む団体に、市が
表彰を行い、大変喜ばれています。
　水俣を訪れる人たちは、市民の
手でごみが24種類に分別され、
中学生も分別を手伝うことなどに

森山さん
環不知火プランニング
で修学旅行などを誘致

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
モ
デ
ル
都
市

推
進
課
☎
６
１
・
１
６
１
２

「みなまた経済通信」は、地場企業をいろいろな支援制度で応援して紹介する、新コーナーです。

もりやま とても驚かれます。他にも、海が
とてもきれい！ 魚や食べものが
おいしい！ など。水俣病が起こっ
たまちだからこそ、市民が暮らし
のなかで環境の取り組みを実践
していることや、患者さんたちと
寄り添いながら自然のなかで誇
りをもって暮らしていることが、
「水俣ってすごいなぁ」と、訪れる
人の心に響くのだと思います。

経
済
を
支
え
る
地
場
企
業
の
元
気
は
、
水
俣
の

元
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
水
俣
市
新
商
品
・
新

技
術
開
発
支
援
補
助
金
」
を
活
用
し
て
新
た
な

挑
戦
を
し
て
い
る
企
業
を
紹
介
し
ま
す
。

た
く
み

     

毎
日
が
旬
。変
化
し
続
け
る
若
者
へ

提
案
す
る「
お
茶
を
飲
む
ラ
イ
フ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
好
き
な
湯
の

　
　
　
　
　
　
　
　
み
を
選
ん
で
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　
と
、薄
原
の「
桜
野

　
　
　
　
　
　
　
　
園
」で
松
本
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
が
さ
し
だ
し
た
湯

　
　
　
　
　
　
　
の
み
の
中
か
ら
ひ

　
　
　
　
　
　
　
と
つ
を
選
択
。こ

　
　
　
　
　
　
　
　
の
や
り
と
り
、じ

つ
は
こ
れ
か
ら
開
発
す
る
茶
器
な
ど
の

市
場
調
査
で
し
た
。

　
若
者
た
ち
の
お
茶
離
れ
―
。各
地
で

お
茶
の
魅
力
を
伝
え
て
き
た
松
本
和

也
・
里
実
夫
妻
が
直
面
し
た
課
題
で
す
。

　
そ
の
解
決
の
た
め
に
、ブ
ラ
ン
ド「
7 

d
a
y
s 

T
E
A
」を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
ほ
っ

と
。お
う
ち
カ
フ
ェ
」。少
量
・
低
価
格
で
、

お
試
し
や
手
土
産
に
ぴ
っ
た
り
な
サ
イ

ズ
の
お
茶
や
、無
農
薬
・
無
肥
料
栽
培

の
希
少
で
深
み
の
あ
る
味
わ
い
の
紅
茶

「
べ
に
ふ
う
き
」を
商
品
化
し
ま
す
。

　「
水
俣
だ
か
ら
こ
そ
、自
然
や
人
に

優
し
い
こ
だ
わ
り
の
お
茶
を
つ
く
り
た

い
」と
力
を
込
め
る
松
本
夫
妻
。「
ほ
っ

と
。お
う
ち
カ
フ
ェ
」の
レ
シ
ピ
に
は
、

お
い
し
い
お
茶
の
飲
み
方
と
、そ
ん
な

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

匠
の
技
と
最
新
研
究
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
拓

　
化
学
工
業
プ
ラ
ン
ト

の
建
設
な
ど
で
実
績
が

あ
る
丸
島
町「
㈱
谷
口

鉄
工
所
」。溶
接
技
術

の
全
国
大
会
で
入
賞

す
る
ほ
ど
の
高
い
技
術
力
を
誇
り
ま
す
。

　
今
、谷
口
勝
社
長
が
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
は
、環
境
分
野
の
技
術
開

発
で
す
。「
水
俣
は
水
が
豊
富
。こ
れ
を

利
用
し
て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ

く
り
た
い
」。そ
の
思
い
を
早
速
、九
州

大
学
や
他
企
業
と
の
連
携
に
結
び
つ

け
、低
コ
ス
ト
小
水
力
発
電
シ
ス
テ
ム

の
製
作
に
着
手
し
ま
し
た
。谷
口
鉄
工

所
は
、こ
れ
ま
で
培
っ
た
高
度
な
技
術

を
応
用
し
て
水
車
部
分
の
製
作
を
担

当
。エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指

し
て
他
企
業
と
連
携
を
図
り
、新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
ま
す
。

そ
の
こ
と
で
職
場
の
や
る
気
が
さ
ら
に

高
ま
り
、匠
の
技
も
多
く
の
若
手
社
員

に
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
す
。

▲マイマイ運動に取り組んだ宗像市
　立自由ヶ丘中学校を水俣市長が
　表彰 （9月11日）

▲容器を繰り返し使用できる貝
　汁味処南里の「わっぱ飯弁当」。
　修学旅行生の昼食などで利　
　用されています。 （780円）

頑張ってます
水俣の企業!!

    み
な
ま
た

経
済
通
信

 

❶

   ■
問
い
合
わ
せ　

総
合
経
済
対
策
課

☎
６
１
・
１
６
２
８

㈱谷口鉄工所
谷口勝社長

桜野園／松本夫妻

1819 広報みなまた2014.10.1広報みなまた2014.10.1

環境大学

火のまつり
　

９
月
20
日
、「
火
の
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
６
年
か

ら
始
ま
り
、
今
年
で
19
回
目
。
水

俣
病
で
犠
牲
に
な
っ
た
全
て
の
生
命

に
祈
り
を
捧
げ
、
地
域
再
生
の
願

い
を
炎
に
託
す
市
民
手
づ
く
り
の

行
事
で
す
。
今
回
は
、
悪
天
候
を

考
慮
し
て
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
実
行
委
員
会
委
員

の
手
で
、
里
、
海
、
山
、、
患
者
遺

族
の
４
つ
の
祈
り
の
火
が
合
わ
さ

り
、
も
や
い
の
火
と
し
て
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
恋
龍
太
鼓
の

演
奏
、
水
俣
高
校
・
合
唱
団
み
な

ま
た
が
合
唱
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

み
な
ま
た
環
境
大
学
短
期
セ
ミ

ナ
ー
水
俣
入
門
編
が
、
９
月
15
日
か

ら
19
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
俣
の
歴
史
や
環
境
へ
の
取
り
組

み
を
学
ぶ
こ
と
で
、
自
分
で
考
え
行

動
す
る
人
材
を
育
て
よ
う
と
毎
年
開

催
。
久
留
米
大
学
・
立
教
大
学
の

学
生
や
市
民
な
ど
24
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
工

場
や
ご
み
分
別
、
海
や
森
、
棚
田
な

ど
を
見
学
。
商
店
街
の
取
り
組
み
な

ど
の
話
を
聞
き
、
胎
児
性
水
俣
病
患

者
と
交
流
し
ま
し
た
。
水
俣
の
魚
の

調
理
な
ど
も
体
験
、
自
然
と
の
共
生

や
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。



成
人
式
を
あ
な
た
の
手
で
つ

く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

水
俣
市
は
、
平
成
27
年
１
月
11

日
㈰
の
11
時
か
ら
市
文
化
会
館
で

行
う
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
式
典
の
企
画
や
当

日
の
運
営
・
進
行
な
ど
、
自
分
た

ち
の
手
で
つ
く
り
あ
げ
、
思
い
出

に
残
る
成
人
式
に
し
ま
せ
ん
か
？

■
主
な
役
割　

実
行
委
員
の
会
議

で
式
典
の
企
画
を
立
て
、
当
日
の

運
営
な
ど
を
行
う

■
応
募
資
格　

平
成
27
年
成
人
式

対
象
者
（
平
成
６
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
）

■
募
集
数　

20
人
程
度

■
締
切
日　

10
月
24
日
㈮　
　

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学

習
課
☎
６
１
・
１
６
５
９

Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

秋
募
集
説
明
会

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」、「
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
秋
募
集

を
行
い
ま
す
。

　

募
集
期
間
に
合
わ
せ
、九
州

各
地
で
事
業
概
要
な
ど
が
分
か
る

「
体
験
談
＆
説
明
会
」を
開
催
し

ま
す
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

10
月
１
日
㈬
〜
11

月
４
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス

ク
熊
本
班
☎
０
９
６
・
３
５
９
・
２

１
３
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ h

ttp://w
w
w
.

jica.go.jp
久
木
野
住
吉
神
社
秋
祭
り

赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
募
集

　

健
や
か
な
成
長
を
願
う
赤
ち
ゃ

ん
土
俵
入
り
の
参
加
者
を
、
男
女

問
わ
ず
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

10
月
19
日
㈰

■
時
間　

式
典
９
時
〜
、
催
し
10

時
〜
、
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
11
時

ご
ろ
〜

■
場
所　

久
木
野
住
吉
神
社

■
内
容　

伝
統
芸
能
の
寒
川
や
日

当
野
の
棒
踊
り
、俵
踊
り
、赤
ち
ゃ

ん
土
俵
入
り
、
小
中
学
生
相
撲
大

会
、
一
般
相
撲

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

前
田
☎

６
９
・
０
２
４
１

「
ま
ち
ゼ
ミ
」の
参
加
店
を

募
集
し
ま
す
！

 　
「
ま
ち
ゼ
ミ
」と
は
、お
店
の
オ

ー
ナ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
に
な

り
、プ
ロ
な
ら
で
は
の
専
門
的
な

知
識
と
情
報
を
受
講
者
に
伝
え
る

少
人
数
の
ゼ
ミ
で
す
。

　

好
評
に
よ
り
今
年
も
開
催
を
予

定
し
て
お
り
、現
在
、参
加
店
舗
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
店
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
や
活
性

化
を
図
り
た
い
と
い
う
、や
る
気

い
っ
ぱ
い
の
皆
さ
ん
、参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

後
日
、参
加
店
舗
を
対
象
に
勉

強
会
を
行
い
ま
す
。

■
ま
ち
ゼ
ミ
開
催
期
間（
予
定
）

平
成
27
年
２
月
20
日
㈮
〜
３
月
23

日
㈪

■
募
集
店
舗
数　

30
店
舗
程
度

■
締
切
日　

10
月
31
日
㈮

※
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
ゼ
ミ
実
行

委
員
会
・
河
田
☎
６
３
・
２
６
６
６

「
湯
の
鶴
紅
葉
祭
」竹
あ
か
り

製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　　

11
月
９
日
㈰
に「
湯
の
鶴
紅
葉

祭
」を
開
催
し
ま
す
。祭
り
の
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト「
竹
あ
か
り
」で
使
用

す
る
竹
燈
籠
は
、毎
年
地
区
住
民

が
一
つ
一
つ
手
作
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
、竹
灯
籠
を
一
緒
に

製
作
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。祭
り
を
彩
る
竹
灯
籠
作

り
を
体
験
し
て
み
た
い
人
、祭
り

を
一
緒
に
盛
り
上
げ
た
い
人
な
ど

大
歓
迎
で
す
。ぜ
ひ
、参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
作
業
日
時　

10
月
５
日
㈰
・
13

日
㈪
・
（祝）
・
19
日
㈰
・
26
日
㈰　

９

時
〜
16
時（
部
分
参
加
も
可
）

■
場
所　

旧
湯
出
中
学
校
技
術
室

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

15
区
自

治
会
・
長
野
☎
０
９
０
・
７
１
６
１

・
９
３
５
９

袋
天
満
宮
秋
祭
り
赤
ち
ゃ
ん

の
土
俵
入
り
参
加
者
募
集

　

力
士
の
よ
う
に
強
く
た
く
ま
し

く
な
る
よ
う
願
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん

の
土
俵
入
り
に
出
場
し
ま
せ
ん

か
？　

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

奮
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
３
日
㈪
・
（祝）　

12

時
〜

■
場
所　

袋
天
満
宮
相
撲
場

■
参
加
料　

１
５
５
０
０
円
程
度

（
化
粧
ま
わ
し
、
行
司
・
力
士
へ

の
謝
金
な
ど
）

■
締
切
日　

10
月
22
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ　

元
村
☎
６
３
・

４
７
１
２

◎税務課
　市民税係☎ 61ー1610
　収納対策室☎ 61ー1630
　固定資産税係☎ 61ー1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61ー1611
　年金医療保険係☎ 61ー1633
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61ー1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61ー1670
　福祉推進室（障がい者支援）☎ 61ー1650
                           （子育て支援）☎ 61-1660
◎環境モデル都市推進課
　環境モデル都市推進室☎ 61-1612
　環境衛生係☎ 61ー1613
　環境クリーンセンター☎ 62ー 4101
◎健康高齢課☎ 63ー3202
◎都市政策課建築住宅係☎ 61ー1621
◎土木課道路維持係☎ 61-1625
◎下水道課☎ 61-1627
◎水道局☎ 63-2604
◎教育総務課☎ 61-1637

※その他の窓口は☎ 63-1111へ
　お尋ねください

暮
ら
し
の

　

  
情
報

■東京タクシードライバー／山田清機
■本物には愛が。／黒柳徹子
■やっぱり、塩レモン！／柴田真希
■銀翼のイカロス／池井戸潤
■日本人の誇りを呼び覚ます魂のスピーチ
　　　　　　　　　　　　　　　　／弓狩匡純
■ねじまき片想い／柚木麻子
■大好き！ダイオウグソクムシ
■どうぶつしんちょうそくてい／高畠純
■ちびうそくん／西村敏雄

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内 １０月特設コーナー ■
「 あっ！！！ 旅へ行こう！！」

爽やかな風をうけて、どこかへでかけたくなる季節です。
ガイドブックや旅行記など、旅をもっと楽しめる本を集
めました。本をとおして心のおもむくままに旅をしてみま
せんか？ 本を読むだけでも旅行気分を満喫できますよ！

　  みな図書川柳
　　夢をみた ゆうべみた本 リアルすぎ 
 　　　　詠

よ

み人
びと

  ゆあママ さん  （53 歳・白浜町）

近人気の本！最

  開館：火曜日～金曜日 ９時～ 19時 （土日祝日は17時まで）

図書館
に

いるよ！
に

みな図書　日本一の読書のまちづくり

　　図書館イベント ★みな図書まつり10/26 ㈰
　 　　10/11 ㈯  10:30 ～おはなし会／ 13:30 ～童話教室
　 　　10/25 ㈯  10:00 ～第２回みなまた子ども創作童話大賞授賞式

猫好きの私が書店の「猫の日フェア」
で手にとった本。たくさんのかわいい
猫の写真と名言にひかれた。「獲れた
らラッキーくらいのつもりで」など、
自分の生き方に通じる言葉もあった。
読むと気持が軽くなり、癒されていく。
切り取って飾ることもでき、猫好きは
もちろん、元気がないときやちょっと
疲れたときにもオススメの一冊。図書館にもあります！

彌生 優子 さん（理学療法士・ピラティス
インストラクター）

好きな言葉「 とりあえずやってみる 」
オススメ本
「人生はニャンとかなる！」
（文響社）著／水野敬也・長沼直樹

in 長寿村オススメオススメオススメ

募  集

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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総
合
体
育
館
健
康
運
動
・

水
中
運
動
教
室

★
健
康
運
動
教
室

○
は
じ
め
て
の
ヨ
ガ

　

ヨ
ガ
は
、
４
千
年
も
の
歴
史
を

経
て
形
成
さ
れ
た
健
康
法
で
す
。

呼
吸
法
や
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ー
ズ
を

行
う
こ
と
で
、
集
中
力
ア
ッ
プ
や

ス
ト
レ
ス
解
消
、
内
臓
の
活
性
化

な
ど
、
心
と
体
の
調
和
を
促
し
ま

す
。
初
め
て
の
人
や
体
力
に
自
信

が
な
い
人
も
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
開
講
日
時　

10
月
11
日
〜
12
月

20
日
の
毎
週
土
曜
日
（
計
10
回
）

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

■
場
所　

旧
水
俣
三
中
体
育
館

■
定
員　

15
人

■
参
加
料　

３
７
５
０
円

■
持
参
品　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
人

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

★
水
中
運
動
教
室

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
水
中
で
自
由

に
動
き
回
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
水

の
抵
抗
・
浮
力
を
有
効
利
用
し
て

行
う
、
全
身
の
体
力
レ
ベ
ル
の
向

上
・
肥
満
解
消
を
目
的
と
し
た
有

酸
素
運
動
で
す
。
３
月
ま
で
月
２

回
、
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
開
講
日
時（
60
分
間
）

　

昼
の
部
／
10
月
21
日
㈫　

13
時
〜

　

夜
の
部
／
10
月
22
日
㈬　

19
時
〜

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館

■
定
員　

各
20
人

■
参
加
料　

１
回
５
０
０
円

※
定
期
・
回
数
券
を
利
用
の
人
は

２
０
０
円

■
持
参
品　

水
着
、
水
泳
キ
ャ
ッ
プ

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
立
総

合
体
育
館
☎
６
３
・
３
３
３
９

薩
摩
街
道
歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ

ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
！

　　

江
戸
時
代
か
ら
肥
後
と
薩
摩
の

人
、物
、文
化
を
運
び
、豊
臣
秀
吉

や
天
璋
院
篤
姫
も
通
っ
た
と
い
わ

れ
る
薩
摩
街
道
。偉
人
た
ち
が
残

し
た
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、地

域
の
歴
史
や
魅
力
を
感
じ
て
く
だ

さ
い
。

　

薩
摩
街
道
案
内
人
に
よ
る「
歴

史
ウ
ン
チ
ク
」も
お
楽
し
み
に
！

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
日
時
・
コ
ー
ス

○
10
月
18
日
㈯　

９
時
〜

　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
〜
エ
コ

　

パ
ー
ク
水
俣

○
10
月
19
日
㈰　

９
時
〜

　

佐
敷
城
跡
〜
道
の
駅
た
の
う
ら

■
参
加
料　

千
円（
お
土
産
付
き
）

■
申
込
方
法　

①
住
所
、②
氏
名
、

③
年
齢
、④
電
話
番
号
、⑤
希
望
す

る
コ
ー
ス
を
明
記
し
、は
が
き
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　

10
月
10
日
㈮

■
申
込
先　

〒
８
６
０
ー
０
０
１

６ 

熊
本
市
中
央
区
山
崎
町
８
番

８
号 

Ｒ
Ｋ
Ｋ
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
☎
０
９
６
・
３
５
１
・
３
８
２
０  

FAX 

０
９
６
・
３
５
１
・
３
８
２
６

■
問
い
合
わ
せ　

芦
北
地
域
振
興

局
総
務
振
興
課
☎
８
２
・
４
４
４
５

第
１
回
湯
の
児
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
ダ
ー
ビ
ー
参
加
受
付
中
！

　

９
月
２
日
か
ら
開
催
し
て
い
る

湯
の
児
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ダ
ー
ビ
ー
。

す
で
に
大
物
が
釣
れ
て
い
ま
す
！

　

ダ
ー
ビ
ー
は
11
月
１
日
㈯
の
11

時
ま
で
。ま
だ
ま
だ
大
物
を
釣
る

チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
す
。開
催
期

間
中
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

★
こ
れ
ま
で
に
釣
れ
た
大
物
！

○
ボ
ラ　

53
㎝
、54
㎝
、62
㎝

○
バ
リ　

40
㎝
、42
㎝

○
チ
ヌ　

41
㎝
、43
㎝

○
タ
イ　

53
㎝

○
コ
コ
ダ
イ　

80
㎝

■
問
い
合
わ
せ　

湯
の
児
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
パ
ー
ク
☎
６
３
・
３
８
７
０

／
市
農
林
水
産
振
興
課
☎
６
１
・

１
６
３
１

水
俣
演
奏
家
協
会
第
22
回
定
期

演
奏
会「
華
麗
な
る
歌
の
饗
宴
」

　

秋
の
休
日
、名
曲
の
数
々
を
水

俣
ゆ
か
り
の
声
楽
家
た
ち
の
歌
声

で
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　
　

■
日
時　

10
月
26
日
㈰　

14
時
〜

■
場
所　

市
文
化
会
館

■
入
場
料　

前
売
り
／
千
円
、当

日
／
１
５
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

水
光
社
本

店
、ブ
ッ
ク
シ
テ
ィ
一
心
堂

■
内
容　

カ
ル
メ
ン
や
椿
姫
な
ど

オ
ペ
ラ
の
名
曲
、イ
タ
リ
ア
・
ド
イ

ツ
歌
曲
、日
本
の
童
謡
唱
歌

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
演
奏
家
協

会
事
務
局
・
駒
田
☎
６
３
・
８
３

７
９

「
看
護
職
復
帰
応
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」参
加
者
募
集
！

　

結
婚
・
出
産
・
育
児
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
看
護
師
の
仕
事
か

ら
離
れ
、看
護
職
へ
の
復
帰
に
不

安
が
あ
る
人
、復
職
へ
の
第
一
歩
と

し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。参

加
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

10
月
15
日
㈬　

13
時
〜

16
時
30
分

■
場
所　

ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

水
俣（
長
野
町
）

■
対
象　

看
護
師
ま
た
は
准
看
護

師（
当
日
、資
格
証
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、「
ニ
チ
イ
看
護
師
ナ

ビ
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ニ
チ
イ

学
館
八
代
支
店
☎
０
９
６
５
・
４
３

７
５
５
５

体
力
測
定
で
自
分
の
体
力
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！

　

体
力
測
定
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
季
節
は
今
ま
さ
に
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
。
体
力
測
定
で
自
分
の
体

力
を
知
っ
た
う
え
で
、
無
理
の
な

い
体
力
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

　

測
定
後
に
体
力
年
齢
を
判
定
し
、

こ
れ
か
ら
の
運
動
や
体
力
づ
く
り

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
21
日
㈫
・
22
日
㈬

18
時
〜
（
２
時
間
程
度
）

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館

■
対
象　

20
〜
39
歳
（
対
象
年
齢

以
外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
）

■
測
定
内
容
（
６
項
目
）　

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前

屈
、
反
復
横
跳
び
、
立
ち
幅
跳
び
、

20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

■
服
装
・
持
参
品　

運
動
が
で
き

る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
筆

記
具

■
申
込
方
法　

電
話
か
直
接
来
館

し
て
申
し
込
み

■
締
切
日　

10
月
17
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
推
進
係
☎
６
３
・
９
３
１
１

韓
国
岳
に
登
ろ
う
！　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
登
山
参
加
者
募
集

　

秋
の
韓
国
岳(

霧
島
山
系
、
標

高
１
７
０
０
ｍ
 

)

に
、
み
ん
な
で

登
り
ま
せ
ん
か
？　

雨
天
時
は
バ

ス
ハ
イ
ク
に
変
更
し
ま
す
。

■
期
日　

11
月
９
日
㈰

■
集
合
時
間
・
場
所　

６
時
30
分
・

水
俣
市
役
所
前
集
合

■
対
象　

小
学
３
年
生
以
上

■
参
加
料　

子
ど
も
２
千
円
、
中

学
生
以
上
３
千
円(

保
険
料
含
む)

■
定
員　

15
人
程
度

■
申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、

は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

■
締
切
日　

11
月
１
日
㈯

※
未
成
年
者
だ
け
で
の
申
し
込
み

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

〒
８
６
７
ー
０
０
１
１

陣
内
２
丁
目
15
番
10
号 

柿
本
方 

(

水
俣
市
野
外
活
動
協
会
事
務

局
）
／  

FAX 

６
３
・
６
９
０
４

■
問
い
合
わ
せ　

田
畑
☎
０
９
０
・

８
３
９
７
・
３
２
１
５

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ

旅
」手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

平
成
23
年
４
月
に
始
ま
っ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ー
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム「
に
っ

ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」。平
成
26
年

２
月
の
放
送
で
、47
都
道
府
県
全

て
を
走
破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。旅
を
す
る
の
は
俳
優
の
火
野

正
平
さ
ん
で
す
。

　

２
０
１
４
秋
の
旅
は
大
阪
府
を

ス
タ
ー
ト
し
、沖
縄
県
を
目
指
し

て
い
ま
す
。番
組
で
は「
忘
れ
ら
れ

な
い
風
景
」を
テ
ー
マ
に
、皆
さ
ん

か
ら
の
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

採
用
さ
れ
る
と
、火
野
さ
ん
が
旅

の
途
中
で
、あ
な
た
の
こ
こ
ろ
の

風
景
を
訪
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
の
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景

と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
県
内
放
送
予
定　

12
月
１
日
㈪

〜
７
日
㈰

■
募
集
内
容　

住
所
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
思
い
出

の
場
所
、
場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド

■
応
募
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　

10
月
28
日
㈫
必
着

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

〒
１
５

０
ー
８
０
０
１  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
こ
こ
ろ

旅
係
☎
０
５
７
０
・
０
６
６
・
０
６

６ 

FAX
０
３
・
３
４
６
５
・
１
３
２
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.

nhk.or.jp/

　
　
　
「
児
童
福
祉
週
間
」の
標
語

を
募
集
し
ま
す

　

毎
年
５
月
５
日
か
ら
11
日
は
、

児
童
福
祉
週
間
で
す
。平
成
27
年

度
の
児
童
福
祉
週
間
に
向
け
て
、

そ
の
象
徴
と
な
る
標
語
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
内
容　

元
気
で
頑
張
る

子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
標
語
や
、

未
来
に
向
け
て
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

■
締
切
日　

10
月
20
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ　

㈶
子
ど
も
未
来

財
団
事
業
部
標
語
募
集
係
☎
０
３

・
５
５
１
０
・
１
８
３
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ h

ttp://w
w
w
.

kodom
om
iraizaidan.or.jp/

第
17
回
お
れ
ん
じ
館
・
囲
碁
・

将
棋
大
会
の
参
加
者
募
集

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に

対
局
し
ま
す
。さ
さ
や
か
な
賞
品

も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、腕
試

し
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

11
月
２
日
㈰　

10
時
〜

■
場
所　

お
れ
ん
じ
館

■
対
象　

小
学
生
以
上

■
参
加
料　

２
０
０
円（
高
校
生

以
下
無
料
）

※
弁
当
を
注
文
す
る
人
は
、別
途

６
０
０
円
程
度
必
要
で
す
。

■
定
員　

囲
碁
・
将
棋
各
20
人
程

度｠■
締
切
日　

10
月
28
日
㈫

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

お
れ
ん

じ
館
☎
６
２
・
２
１
１
１

市
民
文
化
祭
に
書
道
作
品

を
出
品
し
ま
せ
ん
か

　

市
民
文
化
祭
書
道
展
の
作
品
を

一
般
募
集
し
ま
す
。

■
出
品
料　

１
人
１
点
２
千
円

■
申
込
方
法　

作
品
形
式
、
住
所
、

氏
名
を
10
月
12
日
㈰
ま
で
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
書

道
会
・
宮
崎
☎
６
２
・
３
３
３
０

催  し

【
有
料
広
告
】

2223 広報みなまた2014.10.1広報みなまた2014.10.1



エ
コ
パ
ー
ク
水
俣

10
月
・
11
月
の
イ
ベ
ン
ト
♪

★
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
栄
養

講
座

　

健
康
な
身
体
づ
く
り
を
目
指
し

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
栄
養
に
つ
い

て
学
び
、体
験
す
る
こ
と
で
、よ
い

運
動
習
慣
の
き
っ
か
け
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

10
月
18
日
㈯　

10
時
〜

11
時
30
分

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
管
理

事
務
所 

集
合

■
対
象　

高
校
生
以
上

■
定
員　

先
着
20
人

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
服
装
・
持
参
品　

動
き
や
す
い

服
装
、タ
オ
ル
、飲
み
物

■
申
込
方
法　

来
所
し
て
申
込
書

に
記
入
す
る
か
、電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　

10
月
16
日
㈭

★
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室
in
エ

コ
パ
ー
ク
水
俣

　

基
本
動
作
・
ス
ト
ロ
ー
ク
中
心

動
作
・
ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
中
心
動
作

の
取
得
、ゲ
ー
ム
形
式
の
応
用
練

習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
内
容
を
変

更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

10
月
29
日
㈬
・
11
月
５

日
㈬
・
12
日
㈬
・
19
日
㈬　

18
時

30
分
〜
20
時
30
分

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
テ
ニ

ス
コ
ー
ト 

■
対
象　

高
校
生
以
上

■
定
員　

先
着
20
人

■
参
加
料　

２
千
円

■
服
装
・
持
参
品　

動
き
や
す
い

服
装
、靴
、タ
オ
ル
、飲
み
物

■
締
切
日　

10
月
27
日
㈪

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

エ
コ
パ

ー
ク
水
俣
管
理
事
務
所
☎
・
FAX

６
２
・
７
５
０
１ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

info@
m
inam

ata-kouen.com

学
習
会
「
埋
立
地
の
水
銀
は
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
？ 
ど
う
す
る
？
」

■
日
時　

10
月
15
日
㈬　

19
時
〜

21
時

■
場
所　

市
公
民
館

■
参
加
料　

無
料

■
発
言
者　

熊
本
学
園
大
学
教
授

中
地
重
晴
さ
ん
、水
俣
水
銀
ラ
ボ

所
長 

赤
木
洋
勝
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
地
域
研
究

会
・
永
野
☎
０
９
０
・
８
２
２
９
・

９
５
３
９

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
教
育
費
講
座

を
開
催
し
ま
す
！！

　

人
生
の
三
大
支
出
と
い
わ
れ
る

「
教
育
費
」「
住
宅
費
」「
老
後
費
」。

な
か
で
も
子
育
て
マ
マ
が
特
に
関

心
を
寄
せ
る
「
教
育
費
」
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
学
び
ま
す
！

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
家
計
と
併
せ

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

ど
な
た

で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　

10
月
20
日
㈪　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
会
議
室

■
講
師　

労
働
協
同
組
合
Ｆ
Ｐ
円

縁　

緒
方
麻
里
子
さ
ん

☆
託
児
あ
り
ま
す
（
６
カ
月
児
以

上
１
人
２
０
０
円
、
10
月
10
日
㈮

ま
で
に
要
申
込
）

■
問
い
合
わ
せ　

グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
生
協
く
ま
も
と
県
南
組
合
員
事

務
局
☎
０
９
６
５
・
３
４
・
４
２
１
１

第
39
回
熊
本
県
レ
デ
ィ
ス

コ
ー
ル
合
唱
祭
in
水
俣

　

県
内
12
団
体
で
構
成
す
る
熊
本

県
レ
デ
ィ
ス
コ
ー
ル
連
盟
の
合
唱

祭
を
、今
年
度
は
水
俣
マ
ミ
ー
・
コ

ー
ル
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
ま

す
。

　

各
団
体
、合
唱
が
で
き
る
喜
び

や
楽
し
さ
を
日
々
感
じ
な
が
ら
練

習
し
て
い
ま
す
。会
場
で
楽
し
い

時
間
を
共
有
し
ま
せ
ん
か
。ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。入
場
は
無
料

で
す
。

■
日
時　

10
月
19
日
㈰　

12
時
30

分
〜

■
場
所　

市
文
化
会
館

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
マ
ミ
ー
・

コ
ー
ル
・
一
ノ
瀬
☎
６
３
・
４
０
２
７

秋
の
一
日
を
楽
し
も
う
！

山
王
神
社  

秋
の
大
祭

　

秋
の
一
日
を
、
山
王
神
社
秋
の

大
祭
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

　

参
拝
者
に
は
紅
白
の
餅
（
先
着

１
５
０
人
）
を
進
呈
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
終
了
後
、
抽
選
で
景
品
が

当
た
り
ま
す
！

■
日
時　

10
月
19
日
㈰　

11
時
〜

15
時
（
雨
天
中
止
）

■
場
所　

山
王
神
社

■
内
容　

藤
間
秀
三
和
社
中
、
カ

ラ
オ
ケ　

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

草
木
迫
☎
６
３
・

４
７
３
５

あ
そ
び
に
お
い
で
！

「
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
祭
り
」

　
「
ふ
れ
あ
い
・
見
守
り
・
支
え

あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

　

伝
承
あ
そ
び
や
子
ど
も
た
ち
の

ダ
ン
ス
、
水
俣
市
民
吹
奏
楽
団
に

よ
る
生
演
奏
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、

ぼ
ん
ぼ
ん
釣
り
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

か
き
氷
な
ど
の
お
店
も
あ
り
ま

す
。
み
ん
な
で
気
軽
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
島
巡
り
駐
車
場

（
陣
内
の
水
俣
川
堤
防
下
）
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
11
日
㈯　

13
時
〜

（
小
雨
決
行
）

■
場
所　

市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

１
人
１
０
０
円
（
ぼ

ん
ぼ
ん
釣
り
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
か
き

氷
が
１
回
ず
つ
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト

代
）

■
問
い
合
わ
せ　

市
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
☎
６
３
・
８
４
１
１

秋
の
夜
長
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

大
園
荒
神
さ
ん
秋
の
例
大
祭

　

25
回
目
と
な
る
大
園
町
の
「
荒

神
さ
ん
の
祭
り
」
を
開
催
し
ま

す
。
各
種
演
芸
や
焼
き
鳥
、
焼
き

そ
ば
な
ど
の
出
店
で
今
年
も
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
す
！

■
日
時　

10
月
14
日
㈫　

18
時
〜

「
後ご

や夜
祭
り
」（
小
雨
決
行
）

■
場
所　

大
園
荒
神
神
社
（
旧
オ

ア
シ
ス
裏
）

※
10
月
15
日
㈬
は
、
10
時
か
ら
の

神
事
（
紅
白
も
ち
振
る
舞
い
）
の

あ
と
、
16
時
か
ら
子
ど
も
相
撲

（
賞
品
あ
り
）
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

福
田
☎
６
２
・

３
５
４
７

第
２
回
ビ
ハ
ー
ラ
ま
ど
か
秋

祭
り

■
日
時　

10
月
18
日
㈯　

11
時
〜

13
時
（
雨
天
決
行
）

■
場
所　

ビ
ハ
ー
ラ
ま
ど
か
（
旧

石
坂
川
小
）

■
内
容　

○
ス
テ
ー
ジ　

舞
鶴
太
鼓
、
ひ
ょ

　

っ
と
こ
踊
り
、
入
居
者
・
職
員

　

に
よ
る
出
し
物 

な
ど

○
露
店　

豚
汁
、
お
に
ぎ
り
、
焼

　

き
鳥
、
焼
き
そ
ば
、
ポ
ッ
プ
コ

　

ー
ン
、
ジ
ュ
ー
ス 

な
ど

○
抽
選
会

■
問
い
合
わ
せ　

ビ
ハ
ー
ラ
ま
ど

か
☎
６
７
・
１
１
９
０

第
10
回  

17
区
ふ
れ
あ
い
祭

り
２
０
１
４

■
日
時　

10
月
11
日
㈯　

17
時
〜

■
場
所　

袋
天
満
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
広
場
（
雨
天
時
・
袋
小
中
体
育

館
）

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

井
手
原
☎
０
９

０
・
８
７
６
６
・
４
３
１
６

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
外
国

の
暮
ら
し
を
知
ろ
う
！
」

　

タ
イ
の
山
岳
地
方
に
は
、い
く
つ

か
の
少
数
民
族
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
伝
統
文

化
な
ど
に
つ
い
て
、お
茶
を
飲
み

な
が
ら
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

タ
イ
の
少
数
民
族
の
手
工
芸
品

も
展
示
販
売
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
17
日
㈮　

14
時
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

１
０
０
円（
お
茶
代
）

■
定
員　

15
人
程
度

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
８
４
・
９
９
０
９

「
権
現
さ
ん
の
お
ま
つ
り
」

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

　
「
権
現
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
恒
例
の
20
区
権
現

宮
の
祭
礼
を
、
今
年
も
盛
大
に
行

い
ま
す
。

　

踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
、
さ
ま
ざ
ま

な
演
芸
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。
参
拝
者
に
は
、
お
は
ら
い
を

受
け
た
榊
（
さ
か
き
）
と
紅
白
も

ち
を
進
呈
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
19
日
㈰　

10
時
〜

■
場
所　

20
区
権
現
宮
境
内

■
前
夜
祭　

10
月
18
日
㈯　

19
時
〜

■
問
い
合
わ
せ　

権
現
宮
祭

礼
実
行
委
員
会
／
設
楽
☎

６
３
・
１
９
８
１

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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環
境
セ
ン
タ
ー
10
月
開
催
の

イ
ベ
ン
ト
♪

★
星
空
観
察
会

　

天
体
観
測
の
仕
方
や
星
座
早
見

の
使
い
方
、
星
座
の
話
な
ど
を
聞

い
た
後
、
実
際
に
天
体
望
遠
鏡
を

使
っ
て
星
空
観
察
を
行
い
ま
す
。

　

や
ぎ
座
、
ペ
ガ
ス
ス
座
な
ど
秋

の
夜
長
に
星
空
を
眺
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

10
月
18
日
㈯　

19
時
〜

21
時

■
場
所　

環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

１
０
０
人

■
講
師　

熊
本
県
民
天
文
台　

艶つ
や

島し
ま

敬た
か

昭あ
き 

台
長

■
申
込
締
切
日　

10
月
11
日
㈯

■
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

★
「
環
境
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
展

　

県
内
の
小
学
生
が
日
頃
か
ら
環

境
に
つ
い
て
考
え
た
り
感
じ
た
り

し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
た
、
環

境
絵
画
の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

■
期
間　

10
月
21
日
㈫
〜
11
月
30

日
㈰

■
場
所　

環
境
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
０
０
５
５ 

明
神
町
55
番
１
号

県
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
６
２
・
２
０

０
０ 

FAX 

６
２
・
１
２
１
２ 

メ
ー

ルcenter@
kum

am
oto-eco.

jp

（
原
則
、月
曜
日
休
館
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.pref.

kum
am
oto.jp/soshiki/54/

青
年
塾
生
に
よ
る
自
主
上
演

演
劇
「
米
百
俵
」

　

戊
辰
戦
争
に
敗
れ
た
長
岡
藩
。

財
政
難
に
よ
り
、
藩
士
た
ち
は
そ

の
日
の
食
に
も
困
っ
て
い
る
状
態

で
し
た
が
、
あ
る
と
き
百
俵
の
米

が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
…
。

　

百
俵
の
米
を
ど
う
取
り
扱
う
べ

き
か
、
当
時
の
人
た
ち
の
行
動
か

ら
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
11
日
㈯　

15
時
〜

■
場
所　

市
公
民
館

■
入
場
料　

無
料

■
同
時
開
催　

青
年
塾 

塾
長 

上

甲
晃　

講
演
会

※
上
甲
晃
…
㈶
松
下
政
経
塾
の
常

務
理
事
・
副
塾
長
を
歴
任
。青
年
塾

の
創
設
者
。

■
問
い
合
わ
せ　

今
井
☎
０
７
０
・

５
４
１
２
・
１
７
５
５

お
寺
で
心
と
か
ら
だ
の
栄
養

補
給
を
し
ま
せ
ん
か

　

ヨ
ガ
と
太
極
拳
の
教
室
を
開
催

し
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■
ヨ
ガ
教
室
日
時　

10
月
６
日
㈪
／
14
時
〜
15
時
30

分
、
10
月
29
日
㈬
／
19
時
30
分
〜

21
時

■
太
極
拳
教
室
日
時

10
月
９
日
㈭
・
23
日
㈭
・
11
月
13

日
㈭
・
27
日
㈭　

13
時
30
分
〜
15

時■
場
所　

西
念
寺

■
参
加
料　

各
教
室
１
回
５
０
０

円（
ヨ
ガ
教
室
は
高
校
生
以
下
無

料
）

■
服
装
・
持
参
品　

動
き
や
す
い

服
装（
華
美
な
色
は
控
え
て
く
だ

さ
い
）、タ
オ
ル
、飲
み
物

※
ヨ
ガ
教
室
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
も
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。貸
し
出
し
も

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
念
寺
☎
６
３

・
５
７
４
７

簡
易
石
窯
で
竹
を
燃
や
し

て
料
理
を
し
よ
う

　

レ
ン
ガ
を
積
ん
で
簡
単
に
石
窯

を
作
り
、ピ
ザ
や
グ
ラ
タ
ン
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

竹
を
燃
や
す
の
で
、温
暖
化
を

進
め
な
い
料
理
を
楽
し
め
ま
す
。

■
日
時　

10
月
19
日
㈰　

15
時
〜

18
時

■
場
所　

愛
林
館

■
参
加
料　

２
千
円（
保
護
者
と

一
緒
の
高
校
生
以
下
は
無
料
）

■
定
員　

10
人

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン

■
内
容

○
石
窯
を
作
る

○
ピ
ザ
を
生
地
か
ら
作
っ
て
焼
く

○
グ
ラ
タ
ン
と
ハ
ン
バ
ー
グ
を
焼
く

○
エ
コ
か
ま
ど
で
ご
飯
を
炊
く

■
講
師　

霧
島
食
育
研
究
会
理
事

長
・
上
級
棚
田
食
育
士　

千
葉
し

の
ぶ
さ
ん

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

愛
林
館

☎
６
９
・
０
４
８
５

水俣条約外交会議１周年記念イベントを開催します
昨年１０月に開催された「水銀に関する水俣条約外交会議」から１周年を迎えます。
水銀フリー社会の必要性を再認識するとともに、国の内外に広く条約の批准を呼び
かけていくためのイベントを、国・県・市が合同で開催します。
この機会に、私たちの身のまわりの「水銀」について考えてみませんか。

■申込・問い合わせ
　国立水俣病総合研究センター
　☎６３ー３１１１　FAX６１-１１４５
　メール　kokusai@nimd.go.jp

◆水俣条約１周年フォーラム
　水俣条約の概要や、世界における水銀被害について
　学ぶとともに、水俣条約の早期発効に向けて、水俣
　の子どもたちから世界へメッセージを発信します。
　■日 時　１０月１８日㈯　９：３０～１４：１５
　■場 所　国立水俣病情報センター
　■対 象　市内の全中学１年生

◆ＮＩМＤフォーラム２０１４ (NIMD　《National Institute for Minamata Disease》：国立水俣病総合研究センター )
　国内外の専門家を招いて、公開研究発表会を開催します。「メチル水銀曝露とヒトの健康への影響の評価」　
　をテーマに、水銀の毒性や環境保健に関する直近の研究成果についての発表を行います。皆さんの来場をお
　待ちしています。　※発表言語は英語のみです。通訳はありません。
　■日 時　１０月１８日㈯　１５：１５～１７：４５
　■場 所　国立水俣病情報センター
　■参加料　無料　
　■申込方法　①氏名、②所属機関、③レセプション参加の有無
　　（レセプション会費 4,000 円程度）を明記し、メールかＦＡＸ
　　で申し込んでください。
　■締切日　１０月１５日㈬

◆学びの丘スタンプラリー
　学びの丘（水俣病資料館、熊本県環境センター、国立水俣病情報センター）でスタンプを３つ集め、２つの
　クイズに答えて抽選会場へ持参すると、もれなく景品をプレゼント！ 抽選は「みなまた産業団地まつり実行
　委員会」の協力により、まつり会場で行います。
　スタンプラリーの用紙は、学びの丘の３館で配布します。どなたでも参加できます。
　■期 間　１０月１８日㈯～１１月８日㈯　※休館日を除く
　■スタンプ設置場所　水俣病資料館、熊本県環境センター、国立水俣病情報センター 
　■抽選会　１１月８日㈯　９：３０～１５：００　「みなまた産業団地まつり」会場（浜松町）

国水研職員が各学校を訪問して事前学習（写真は9/25 緑東中）

【
有
料
広
告
】
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■
問
い
合
わ
せ　

阿
蘇
く
ま
も
と

空
港
国
際
線
振
興
協
議
会
事
務
局

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
１
６
５

10
月
１
日
か
ら
熊
本
県
の

最
低
賃
金
は
時
間
額
６
７
７
円

　

10
月
１
日
か
ら
、熊
本
県
の
最

低
賃
金
が
時
間
額
６
７
７
円
に
改

定
さ
れ
ま
す
。年
齢
に
関
係
な
く
、

パ
ー
ト
や
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

を
含
め
、県
内
の
全
て
の
事
業
所
、

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
産
業
に
よ
っ
て
、特
定
最
低
賃

金
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

★
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
、最
低
賃
金

○
働
く
全
て
の
人
が
対
象
！

○
都
道
府
県
ご
と
に
決
め
ら
れ
て

　

い
て
、毎
年
改
定
！

○
最
低
賃
金
未
満
の
労
働
契
約
は

　

無
効
！

○
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
い
は
、

　

50
万
円
以
下
の
罰
金
！

○
賃
金
が
最
低
賃
金
以
上
に
な
っ

　

て
い
る
か
、使
用
者
も
労
働
者

　

も
確
認
し
て
み
よ
う
！

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
労
働
局
☎

０
９
６
・
３
５
５
・
３
２
０
２

税
の
納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

　

納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
収
納

対
策
室
☎
６
１
・
１
６
３
０

広
報
み
な
ま
た
11
月
１
日
号

原
稿
締
切
日
は
10
月
15
日
㈬

　

お
知
ら
せ
記
事
掲
載
依
頼
は
、

市
役
所
３
階
総
務
課
広
報
の
受
付

簿
に
記
入
し
、
原
稿
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
遠
方
に
居
住
す
る
人

な
ど
で
、
受
け
付
け
が
困
難
な
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

原
稿
締
切
日
を
過
ぎ
る
と
掲
載

の
お
約
束
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
原
稿
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
あ
る

場
合
は
、
メ
ー
ル
で
送
る
か
、
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
や
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載

で
き
な
い
場
合
や
、
記
事
を
割
愛

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
広
報

担
当
）
☎
６
１
・
１
６
５
５
／
FAX

６
２
・
０
６
１
１
／
メ
ー
ル

kouhoum
inam

ata1@
gm
ail.com

kouhoum
inam

ata2@
gm
ail.com

平
成
26
年
全
国
地
域
安
全

運
動

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

の
実
現
の
た
め
、防
犯
協
会
や
警

察
署
な
ど
が
連
携
し
、地
域
安
全

活
動
を
強
化
し
ま
す
。

■
期
間　

10
月
11
日
㈯
〜
20
日
㈪

■
運
動
の
重
点　

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害

　

防
止　

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
警
察
署
☎

６
２
・
０
１
１
０

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
か
ら

台
湾
へ
の
直
行
便
が
実
現
！

　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
か
ら
台
湾

高
雄
間
の
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
、

期
間
限
定
で
運
行
し
ま
す
。

■
期
間　

10
月
26
日
㈰
〜
平
成
27

年
３
月
末

■
便
数　

週
３
便（
毎
週
火
、金
、

日
曜
日
）運
行

★
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
助
成
制
度

○
期
間
中
、台
湾
ま
で
の
定
期
チ

　

ャ
ー
タ
ー
便
の
利
用
者
は
阿
蘇

　

く
ま
も
と
空
港
内
の
駐
車
場
が

　

無
料
に
な
り
ま
す（
上
限
が
あ

　

り
ま
す
）。

○
６
人
以
上
の
団
体
で
利
用
し
た

　

場
合
、１
人
当
た
り
５
千
円
の

　

助
成
が
あ
り
ま
す
。

お
や
こ
の
広
場「
あ
ん
の
ん
」

で
交
流
・
情
報
交
換
し
ま
せ
ん
か

　

乳
幼
児
の
子
ど
も
を
持
つ
、
子

育
て
真
っ
最
中
の
皆
さ
ん
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
は

無
料
で
す
。

■
日
時　

毎
週
金
曜
日　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

光
明
童
園
（
平
町
）

■
10
月
の
企
画
行
事　

10
月
10
日

㈮　

10
時
〜
12
時　

看
護
師
に
よ

る
「
す
く
す
く
チ
ェ
ッ
ク
」

■
問
い
合
わ
せ　

光
明
童
園
☎

６
３
・
２
０
７
４

子
ど
も
の
特
性
理
解
と
支
援

第
５
回
ひ
か
り
っ
こ
セ
ミ
ナ
ー

｠　

「
発
達
障
が
い
児
の
捉
え
方

と
接
し
方
」
（
自
閉
症
を
中
心

と
し
て
）
」
を
テ
ー
マ
に
、
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
託
児
も
あ
り

ま
す
。
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
１
日
㈯　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

市
公
民
館

■
定
員　

先
着
１
２
０
人

■
講
師　

佐
賀
大
学
文
化
教
育
学

部　

松
山
郁
夫 

教
授

■
申
込
方
法　

電
話
か
メ
ー
ル
で

申
し
込
み

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

光
明
童

園
・
丸
田
☎
６
３
・
２
０
４
７

メ
ー
ル h.and.f@

hikaridouen.
net10

月
か
ら
来
年
３
月
末
ま
で

ウ
ナ
ギ
を
捕
る
こ
と
は
禁
止
で
す

　

ウ
ナ
ギ
の
資
源
保
護
の
た
め
、

10
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
31
日
ま

で
の
期
間
、
県
内
全
域
で
う
な
ぎ

を
捕
る
こ
と
は
禁
止
で
す
。

　

従
来
、
全
長
21
㎝
以
下
の
ウ
ナ

ギ
を
捕
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
期
間
中
は
全
長
21
㎝
を

超
え
る
う
な
ぎ
も
捕
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

漁
業
者
、
遊
漁
者
を
問
わ
ず
、

全
て
の
人
が
対
象
で
す
。
違
反
し

た
場
合
は
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
水
産
振
興
課

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
４
５
６

市
立
図
書
館
と
市
公
民
館

で
空
調
工
事
を
行
い
ま
す

　

10
月
と
11
月
に
、市
立
図
書
館

と
市
公
民
館
本
館
の
空
調
工
事
を

行
い
ま
す
。

　

冷
暖
房
が
使
え
な
く
な
る
と
同

時
に
、一
部
の
部
屋
が
使
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
公
民
館
☎

６
３
・
８
４
０
２

は
し
ご
酒
大
会
「
呑の

み
の

市
」
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
！

　

い
ろ
ん
な
お
店
を
ち
ょ
っ
と
ず

つ
味
見
＆
下
見
で
き
る
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
「
呑
み
の
市
」。
気
に
な

る
け
ど
行
く
機
会
の
な
か
っ
た
お

店
を
、
の
ぞ
き
見
し
ち
ゃ
い
ま
し

ょ
う
。
忘
年
会
の
会
場
選
び
に
も

ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

３
千
円
の
チ
ケ
ッ
ト
で
、
３
つ

の
お
店
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
が

楽
し
め
ま
す
。
豪
華
賞
品
が
当
た

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
同
時
開
催

し
ま
す
！

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

参
加
店

舗
29
店

※
参
加
店
舗
に
つ
い
て
は
、
水
俣

商
工
会
議
所
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
商
工
会
議

所
☎
６
３
・
２
１
２
８

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！

体
育
の
日
に
汗
を
流
そ
う
!!

　　

10
月
13
日
「
体
育
の
日
」
に
体

育
施
設
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
利

用
で
き
る
よ
う
、
事
前
予
約
は
受

け
付
け
ず
、
利
用
時
間
は
原
則
２

時
間
ま
で
と
し
ま
す
。

　

そ
の
他
施
設
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
各
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

◆
水
俣
市
立
総
合
体
育
館
本
館

　

①
ア
リ
ー
ナ　

８
時
30
分
〜

　
　

21
時
30
分

　

②
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
・
温

　
　

水
プ
ー
ル　

10
時
〜
21
時

◆
水
俣
市
立
武
道
館

　

12
時
〜
21
時
30
分

◆
水
俣
市
立
総
合
体
育
館
南
部

館
（
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
み
な
ま
た
）

　

ア
リ
ー
ナ
・
多
目
的
ホ
ー
ル　

　

12
時
〜
21
時
30
分

◆
深
川
体
育
館
・
石
坂
川
体
育

館
・
旧
三
中
体
育
館

　

８
時
30
分
〜
21
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
推
進
係
☎
６
３
・
９
３
１
１

伝言板

税　目 期別 納期限 口座
振替日

市県民税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療
保険料

10
月
31
日
㈮

10
月
27
日
㈪

３期

４期

４期

４期

【
有
料
広
告
】
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　先日、山鹿市での県民体育大会開会式に参
加しました。あいにくの雨で体育館での開催でし
たが、水俣選手団が元気に参加しました。その後、
バレー女子と野球を観戦しました。水俣の名がつ
いたユニフォームで、地元代表として頑張ってい
る選手の応援に、自然と力が入りました。今、アジ
ア大会も韓国の仁川（インチョン）で開催されて
います。日の丸をつけて活躍する選手たちに、ス
ポーツの素晴らしさをあらためて感じます。
　２０２０年の東京オリンピックに向け、日本全
体が動き出しました。東京には新たな公共投資、
ホテルの増設、新しい産業や雇用が生まれ、世界
中から東京を目指し人とお金が集まります。目標
が定まれば将来に明るさを感じ、投資が向かいま
す。やはり景気は「気」からなのかと思います。
　昭和31年、水俣の人口は５万人を超え、ピーク
を迎えました。私は水俣の将来の目標に「目指せ
人口５万人」を掲げたいと思っています。日本の人
口は減少期ですので、夢のような話です。しかし
定住人口５万人が無理でも、観光、イベント、スポ
ーツ大会、大学院構想などで交流人口を増やし
て、「滞

たいりゅう

留人口５万人」に少しでも近づけたいと思
います。日本創成会議は、水俣を消滅可能性自
治体に数えました。「人が行き交う人口５万人」を
目標に、少子化、UIJターン、雇用促進などに問題
意識を持てば、おのずと施策が見えてくると思い
ます。市役所組織の見直しも必要です。水俣に日
本中、世界中から来てもらうアイデアが出る事で、
地域活性化はきっとできると信じています(^O^)!!
市民の皆さんからのご提言もお待ちしています。

「
東とう

ほ
ん
せ
い
そ
う

奔
西
走
」は
、西
田
弘
志
市
長
の「
し
せ
い
」を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、コ
ラ
ム
で
す
。　
「
東
奔
西
走
」と
は
、東
や
西
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
駆
け
回
る
こ
と
で
す
。

とうほんせいそう

水俣市長 西田 弘志

－7－

【♪】  水俣高校時代の部活は、
ハンドボール部でした。

東東奔西走
県体バレーを応援中！
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寒川水源

みなまた探検水俣市環境スタディーツアー
～山口県宇部市～

新
潟
と
水
俣
の
小
学
生
が
交
流

　

新
潟
県
の
小
学
生
が
８
月
６
日

か
ら
３
日
間
、
水
俣
市
を
訪
れ
て

市
内
小
学
生
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

水
俣
病
発
生
地
域
の
子
ど
も
た

ち
が
交
流
す
る
な
か
で
水
俣
病
を

学
び
、
そ
の
教
訓
を
次
世
代
に
つ
な

い
で
い
く
た
め
、
新
潟
県
が
平
成
18

年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
の
は
、
新
潟
か
ら
新

潟
市
立
白
山
小
学
校
、
同
赤
塚
小

学
校
、
新
発
田
市
立
東
豊
小
学
校

の
児
童
計
12
人
と
、
水
俣
か
ら
水

東
小
学
校
、
湯
出
小
学
校
、
久
木

野
小
学
校
の
児
童
計
12
人
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
両
地
域
合
同

の
６
グ
ル
ー
プ
を
編
成
、
エ
コ
パ
ー

ク
水
俣
親
水
護
岸
や
百
間
排
水
口
、

水
俣
病
資
料
館
、
茂
道
海
岸
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。
ほ
っ
と
は
う
す

で
は
胎
児
性
水
俣
病
患
者
と
交
流

し
、
水
俣
病
資
料
館
で
も
語
り
部

の
緒
方
正
実
さ
ん
と
実
生
の
森
の

木
を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
な

ど
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
学
ん
だ
こ
と
を
グ

ル
ー
プ
で
ま
と
め
、
発
表
を
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
交

流
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
、
感
じ
取
っ
た
様
子
で
し
た
。

新潟と水俣の子どもたちが水俣で交流

平成26年度水俣病発生地域間交流事業

環
境
を
ま
も
っ
た
素
早
い
対

策
を
宇
部
市
で
学
ぶ

　

市
内
中
学
生
が
８
月
６
日
か
ら

３
日
間
、
山
口
県
宇
部
市
を
訪
れ
、

環
境
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
取
り

組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　

中
国
・
九
州
地
区
の
環
境
先
進

自
治
体
は
、
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
に
取
り
組
む
人
材
の
育
成
を

目
指
し
昨
年
か
ら
連
携
、
子
ど
も

た
ち
の
交
流
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

水
俣
市
か
ら
宇
部
市
へ
の
派
遣
は

初
め
て
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
委
員
や
生
徒
会

役
員
を
中
心
に
、
水
俣
第
一
中
学

校
２
人
、
水
俣
第
二
中
学
校
４
人
、

袋
中
学
校
と
緑
東
中
学
校
３
人
ず

つ
の
計
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訪
問
前
に
、
２
回
の
事
前
学
習
会

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

宇
部
市
で
は
、
戦
後
に
発
生
し
た

「
ば
い
じ
ん
汚
染
」
へ
の
い
ち
早
い

対
策
に
つ
い
て
、
市
民
ガ
イ
ド
か
ら

話
を
聞
き
ま
し
た
。
宇
部
興
産
㈱

の
竹
下
道
夫
社
長
（
水
俣
市
葛
渡

出
身
）
か
ら
は
、
環
境
に
配
慮
し

た
会
社
運
営
の
歴
史
を
学
び
ま
し

た
。
地
元
中
学
生
と
の
交
流
も
あ

り
、
参
加
者
は
あ
ら
た
め
て
環
境

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
水
俣
の

良
さ
に
も
気
づ
い
た
よ
う
で
し
た
。

１_ 親水護岸の水俣病犠牲者慰霊の碑前で慰
霊の鐘をたたき黙とう　２_ 新潟の阿賀野川
の石でつくられた「百間排水口前の地蔵」を
見学　３_ 茂道海岸では、海や生き物を観察
４_ 発表会で学んで感じたことを発表　５_ 実
生の森の木からストラップを手作り　６_ 実生
の森でストラップの材料になる枝を切り出し　
７_ほっとはうすで胎児性患者と交流

１_宇部興産㈱のダブルストレーラーの前で。
環境をまもるための取り組みをたくさん学びま
した　２_宇部市内工場群と宇部興産のダブ
ルストレーラー　３_宇部興産の竹下社長と
記念撮影　４_宇部市中学生とときわ公園で
交流（手前は電動バス）　５_ 秋芳洞入口での
昼食（山口名物瓦そば）　６_ときわ公園の彫
刻　７_宇部興産「Ube-i-plaza」を見学

▲発表会終了後、参加した水俣と新潟の子どもたちと先生、
　西田市長と記念撮影

▲久保田后子宇部市長（写真２列目中央）と地元中学生が
　水俣の中学生をお出迎え

宇部市は、急激な工業化の進展で生じた「ばいじん」による大気汚染などに、
産官学民が一体で公害対策に取り組んだ（宇部方式）、環境先進自治体です。

１

２

３

４

５ ６ ７

１

２

３

４

５ ６ ７



人事運営

勤務時間

8:30～17:15

休憩時間

12:00～13:00

週休日

土曜日・日曜日

１日の勤務時間

７時間45分

週の勤務時間

38時間45分

（人）② 職員採用の状況

※その他は、医療センター医師の選考採用、国・県からの割愛採用などです

１　職員の任免および職員数に関する状況

２　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

① 勤務時間、休憩、
　 週休日の状況

② 休暇制度の概要

平成25年度４月
１日現在の職員数

Ａ

平成25年度中の異動 平成26年度４月
１日現在の職員数
ＡーＢ＋Ｃ退職

Ｂ
採用
Ｃ

　　  667  　　　　   47　　　　    55　　　　　   675

① 職員数に関する状況

※「退職」は平成25年4月1日から平成26年3月31日まで、「採用」は平成25年
　4月2日から平成26年4月1日までの間を計上しています

（人）

水俣市の「人事行政の運営などの状況」をお知らせします

④ 退職者の状況（平成25年度） （人）

※割愛退職とは、他の団体の公務員として採用されるために退職することです

（人）③ 部門別職員数の状況（各年度4/1現在）

３　職員給の状況（普通会計決算額）

４　職員の分限および懲戒処分の状況

５　職員の福祉および利益の保護の状況

② 公務災害などの発生状
　　種　類　　　　  発生件数     　　　　　 災害などの概要

　  通勤災害　　　　　   1
　
　  公務災害　　　　　 11　　　　  診療行為中の針刺し事故など

一　般
行政職

大卒

短卒

高卒

　172,200円　　　172,200円

　152,800円　　　152,800円

　140,100円　　　140,100円

区　分
　水　俣　市　　　　　国

 決定初任給額　　決定初任給額

② 職員の初任給の状況（H26.4.1現在）

① 職員給与費の状況（普通会計決算額）

区　分
職員数 給 与 費

（Ａ）　　　　　  給　料　　　　   職員手当　　   期末・勤勉手当　　　  計（Ｂ）
１人あたり給与費
　   (Ｂ)/(Ａ)

25年度　　　　     252人　　　  892,384千円　 　 109,539千円　　347,705千円　   1,349,628千円　　 5,356千円

※職員手当には退職手当は含みません

区 　 分 　　             経験年数10年       経験年数15年　   経験年数20年

大学卒　　　　  250,400円　　　 288,400円　　    342,500円

高校卒　　　　  205,400円　　　 250,400円　 　   288,400円
一般行政職

③ 職員の経験年数別・学歴別給料月額の状況（H26.4.1現在）

※経験年数とは卒業後直ちに採用され引き続き勤務している年数です

問い合わせ　総務課職員係☎６１－１６０３

② 懲戒処分の状況（平成25年度中）

※懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対して、その責任を追及して行う不利益処分 
　のことです

（人）① 分限処分の状況（平成25年度中）

※分限処分とは、職員が一定の事由によって職責を果たすことができない場合などに、
　本人の意に反して不利益な処分をすることです

（人）

① 職員の福祉制度の状況
 区　　分　　　　  　　　　　　概　　　　　要
共済制度　　熊本県市町村職員共済組合の制度による
　　　　　　人間ドック受診、定期健康診断（人間ドック受診者を除く全職　
　　　　　　員）、VDT検査、腹部超音波健診など
　　　　　　名　　　称　水俣市職員互助会
互助会組織　 加　入　者　常勤の特別職、一般職員
　 　　　　 主たる事業　冠婚葬祭時の給付、互助会員の福利厚生
　　　　　　主たる財源　職員の会費

健康診断

⑤ 退職手当の状況（平成25年度）　【全会計】

23.03月分
32.83月分
46.55月分
55.86月分

2,909千円

水　俣　市　　　　　　 　　　　　        国　　　　　
　   自己都合  　      　  　定年                    　自己都合                　 定年　　

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

その他の加算措置
平均支給額

28.7875月分
38.955月分
55.86月分
55.86月分

23,792千円

21.62月分
30.82月分
43.7月分
52.44月分

27.025月分
36.57月分
52.44月分
52.44月分

定年前早期退職特別措置（2％～45％加算）

支　給　率　等

国と同じ

④ 昇給号数の状況 （人）

平成25年度

(  )は平成24年度

職員数（Ａ）

昇給に係る職員数
（Ｂ）

比率(Ａ)/(Ｂ)

232
（233）
220
（223）
94.8％
（95.7％）

区　　分　　　    一般行政職

昇給数別内訳
平成25年度
平成24年度

 ０号  1号  2号  3号  4号  5号  6号  7号  8号
 12     3     38　 10    164     0      1      ０      4

 10    11    38    8　166    0       0      0      0

定年退職

定年前早期退職（勧奨退職）

普通退職

任期満了

退職手当を支給されない者

　　　　　合　　計

13

3

27

3

1

47

　　　　　区　　　分　　　　　  退職者数　　　　備　　　考

割愛退職

5

70

22

26

31

０

18

14

24

210

38

386

12

7

22

427

675

０

▲1

2

▲2

0

０

▲2

0

0

▲3

0

10

0

0

1

11

8

部付としていた休職者の減少による減員

業務増による増員

事務の統廃合縮小減員

事務の統廃合縮小減員

業務増による増員

業務増による増員

区　　分
職員数

平成25年度   平成26年度
増　減　　  　主な増減理由

一般行政

特別行政

公営企業等

議　会

総　務

税　務

民　生

衛　生

労　働

農林水産

商　工

土　木

小　計

教　育

病　院

水　道

下水道

その他

小　計

特
別
休
暇
（
主
な
も
の
）

職員の請求時

職員の負傷・疾病による療養

骨髄液提供のための検査・入院など

結婚式などの行事

８週間（多胎妊娠14週間）以内に出産予定

女性職員が出産した場合

生後満１歳に達しない子の育児

妻出産時の入院の付き添いなど

妻の産前６週間、産後８週間中の子の養育

親族の死亡

７月から９月における休暇

中学校就学前の子の看護

許可を得て職員団体の業務に従事

相当期間、配偶者などの介護を行う場合

年20日を限度に付与

必要と認められる期間（連続90日以内）

必要と認められる期間

連続する５日以内

出産日までの請求期間

８週間

１日２回・それぞれ30分以内

２日以内

５日以内

親族に応じ、１日～10日

５日

年５日（子が２人以上の場合は10日）以内

年30日以内（無給）

６カ月を超えない範囲　　　　　　　　

年次有給休暇　　　　　　

病気休暇　　　　　　　　

　　骨髄提供のための休暇

　　結婚休暇　　　　　　

　　産前休暇　　　　　　

　　産後休暇　　　　　　

　　育児時間休暇　　　　

　　妻の出産休暇　　　　

　　男性の育児休暇　　　

　　親族の死亡休暇　　　

　　夏期休暇　　　　　　

　　子の看護休暇　　　　

組合休暇　　　　　　　　

介護休暇　　　　　　　　

　　　休暇の種類　　　　　　　　　　　付与要件　　　　　　　　　　　　　　　　　付与日数

戒告 減給 停職 免職  合計 訓告など処分の種類
処分理由

  2  　　　　    　　　　2        　   

 　　  0          1 

0    　   

  　　　　　　　 　　0      5   

2    　0　　0 　  0 　　2　　   6  

法令に違反した場合

職務上の義務に違反した場合または職務を怠った場合

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行があった場合

上記処分に伴う管理・監督の責任にある者

　　　　　　　   計　　  

　　　　　　　　　　           

5  　　　　     5

　　　　　　　　　　           

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

　　　　　　　   　　           

　   　　　　　　　　　　　  

０　　 ０　　 5    　  ０    　 5     

勤務成績が良くない場合

心身の故障の場合

職に必要な適格性を欠く場合

職制、定数の改廃、予算の減少により廃職・過員を生じた場合

刑事事件に関し起訴された場合

条例で定める事由による場合

　　　　　　　　計   　

降任　 降給　休職　 免職　 合計処分の種類処分理由

合　計

5

71

20

28

31

０

20

14

24

213

38

376

12

7

21

416

667

※国と水俣市で支給率が異なるのは、退職手当支給水準引き下げの施行日が、国は平成25年１月１日、水俣市は平成
　25年４月１日と相違しているためですが、平成27年4月1日以降は国と同じになります。

育児休業代替任期付職員、再任用職員

一般行政事務

一般行政事務

一般行政技術

看護師

助産師

臨床検査技師

理学療法士

診療放射線技師

薬剤師

栄養士

医療ケースワーカー

医療ソーシャルワーカー

言語聴覚士

歯科衛生士

大卒程度

高卒程度

大卒程度

免許資格職

免許資格職

免許資格職

免許資格職

免許資格職

免許資格職

免許資格職

免許資格職

免許資格職

免許資格職

免許資格職

7

3

0

12

1

3

2

1

0

2

1

0

0

0

4

2

17

55

育児休業代替任期付職員

再任用職員

その他※

合　　計

正規の試験

区　　分　　　　 試験区分 　平成24年度    平成25年度　　増　減

6

0

1

4

0

1

2

1

1

1

0

1

1

1

8

8

19

55

▲1

▲3

1

▲8

▲1

▲2

0

0

1

▲1

▲1

1

1

1

4

6

2

0

※市役所本庁の状況です

3233 広報みなまた2014.10.1広報みなまた2014.10.1



※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
時
は
☎
６
２
・
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
６
３
・
１
１
１
１
へ
。

広
報
み
な
ま
た
　
2014年（

平
成
26年

）
 10月

１
日
号

♥
 編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
　
〒
867ー

8555　
熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
ー
１
ー
１
　
☎
0966ー

61ー
1655　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp/

★
印
刷
　
㈲
あ
す
な
ろ
印
刷

水
俣
に
こ
の　
　
　
　

あ
り　
　

81

人人

　

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
な
ど
を
行
う
企
業
を
中

心
に
、
平
成
14
年
10
月
に
発
足
し
た
「
み
な

ま
た
エ
コ
タ
ウ
ン
協
議
会
」。
今
年
４
月
か

ら
協
議
会
の
会
長
を
務
め
る
の
は
、
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
会
社
・
ア
ク
ト
ビ
ー
リ
サ
イ
ク
リ

ン
グ
㈱
の
渡
邊
輝
樹
さ
ん
（
50
歳
）
で
す
。

　

出
身
は
天
草
。
平
成
13
年
の
会
社
創
業
時

か
ら
水
俣
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
京
、

中
国
へ
の
転
勤
を
経
て
、
４
月
に
８
年
ぶ
り

に
水
俣
に
戻
り
ま
し
た
。
協
議
会
に
は
発
足

当
初
か
ら
関
わ
り
、
地
元
企
業
や
エ
コ
タ
ウ

ン
企
業
を
広
く
市
民
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
11
月
８
日
㈯

開
催
の
「
産
業
団
地
ま
つ
り
」。
当
初
は
協

議
会
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
企
業
を
開
放
し
て
開

催
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
産
業
団
地
全
体

に
呼
び
掛
け
、
来
場
者
が
８
０
０
人
を
超
え

る
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。「
産
業
団
地
に
は
誘

致
企
業
と
し
て
市
外
か
ら
入
っ
た
会
社
も
あ

る
。
市
民
の
認
知
度
を
高
め
た
い
」
と
話
す

渡
邊
さ
ん
。
知
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
は
、

会
社
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
程
を
見
た
人
の
言
葉

が
、
今
も
心
に
あ
る
か
ら
で
す
。「『
こ
れ
だ

け
大
変
な
ら
、
高
額
だ
と
思
っ
て
い
た
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
に
も
納
得
で
き
る
』
と
言
っ
て

も
ら
え
た
。
知
っ
て
も
ら
う
の
が
一
番
の
近

道
」
と
確
信
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
第
２
の
ふ
る
さ
と
水
俣
が
良
く
な
っ
て

ほ
し
い
。『
良
く
な
る
』と
は
、み
ん
な
が『
い

い
街
に
な
っ
た
』」
と
思
え
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
も
地
域
貢
献
を
続
け
、
地
域
に
溶
け

込
み
、
会
社
と
し
て
も
個
人
と
し
て
も
認
め

ら
れ
る
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
」。
水
俣

の
未
来
を
見
つ
め
、
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

「
水
俣
に
こ
の
人
あ
り
」で
は
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
い
ま
す

み
な
ま
た
エ
コ
タ
ウ
ン
協
議
会 

会
長　
渡
邊
輝
樹
さ
ん

Vol.

みなまたエコタウン協議会  会長 
アクトビーリサイクリング株式会社 専務取締役

渡邊 輝樹 さん （栄町）

ひと

人が
い

行きかい、ぬくもりと
かつりょく

活力ある「
かんきょう

環境モデル
と   し

都市みなまた」

花 智

編 

集 

後 

記

▼
仕
事
中
や
歩
い
て
い
る
と
き
に
、キ
ン
モ
ク
セ

イ
の
ふ
ん
わ
り
い
い
香
り
が
し
て
き
ま
す
。秋
の

訪
れ
で
す
▼
広
報
担
当
に
な
っ
て
、季
節
に
敏
感

に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。と
い
う
と
風
流
な
感
じ

で
す
が
、実
際
は
そ
う
で
も
な
い
で
す
。「
発
行
に

間
に
合
う
よ
う
早
く
咲
け
ー
」と
か
、「
早
く
紅

葉
色
付
い
て
く
れ
ー
」と
、じ
り
じ
り
し
な
が
ら

新
し
い
季
節
を
待
つ
こ
と
が
多
い
の
で
。も
ち
ろ

ん
、自
然
や
天
気
は
私
た
ち
の
思
い
通
り
に
は
な

り
ま
せ
ん
が
▼
大
容
量
の
今
号
も
や
っ
と
発
行
。

た
ま
に
は
の
ん
び
り
秋
探
し
を
し
て
み
ま
す
。

▼
理
想
に
実
力
が
届
か
ず
唇
を
か
む
こ
と
が
あ

り
ま
す
。今
日
の
自
分
を
越
え
る
こ
と
が
、生
き

て
い
く
う
え
で
必
要
な
と
き
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。で
も
、で
き
な
い
と
き
は
で
き
な
い
な
り
に

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。誰
か
が
か

け
て
く
れ
た
言
葉
、「
で
き
た
し
こ
で
よ
か
っ
ぢ

ゃ
が
」。努
力
し
な
い
こ
と
で
は
な
く
、今
の
力
を

尽
く
し
た
う
え
で
最
善
の
も
の
を
、と
い
う
意
味

だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
▼
今
号
も
力
が
足
り
ず
、

反
省
し
き
り
で
す
。で
も
、「
こ
れ
だ
け
で
き
た
」

と
切
り
替
え
て
、次
の
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。

職場では趣味のマラソンで同好会を立ち上げ、有志で中国語を勉強中。10月には水俣で大牟田エコタウンとの交流を計画しています。

アクトビーリサイクリング㈱

わ た な べ   　　 て る き

新しい水俣市観光ＰＲポスターが完成！
水俣市出身の漫画家、江口寿史さんが
原画を手掛けた観光PRポスターが完
成しました。中尾山公園コスモス園で、
一面に咲いたコスモスと秋の風を満喫
する女性２人が描かれています。
ポスター最上部のキャッチコピーは、
「だから、みなまた」。この風景やイメー
ジ「だから」、水俣市に来てほしいという
思いが込められています。
観光施設や周辺の道の駅などに掲示予
定です。個人配布は行いません。

■問い合わせ　商工観光振興課☎61-1629
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